
　残暑お見舞い申し上げます。
　日本列島が酷暑の中、萩でも猛暑日が８日間を、８月４日に
最高気温が 36.3℃を記録しました。７月の梅雨前線豪雨では、
人的被害はありませんでしたが、主要な幹線道路の通行止めな
ど大きな影響が出ました。
　さて、今年 10 月には５年に１度の全国一斉国勢調査。現在
の萩市の人口は 55,300 人。表紙の結婚記念写真のように、多
くの若者が萩に定住することが望まれます。
　それではお元気で、お体ご自愛ください。

主 な 目 次
城下町萩のひみつ 4　夏みかん
元気企業探訪⑲　岡崎酒造（萩市）
ズームアップ　谷 清司（大阪府）
夢追人　室田佳子、シンノスケ（萩市）
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「
萩
焼
」
が
昭
和
45
年
（
１
９
７
０
）
に
国
の
重
要
無
形
文
化
財
と
し
て

指
定
を
受
け
る
な
ど
、
陶
芸
は
山
口
県
が
誇
る
文
化
資
源
の
一
つ
で
す
。
こ

れ
ま
で
県
立
の
文
化
施
設
で
収
蔵
さ
れ
て
き
た
萩
焼
な
ど
の
陶
芸
作
品
を
萩

焼
発
祥
の
地
「
萩
」
に
集
中
し
、
陶
芸
を
専
門
的
に
収
集
・
展
示
す
る
た
め

の
新
た
な
機
能
を
も
つ「
陶
芸
館
」が
９
月
11
日（
土
）、山
口
県
立
萩
美
術
館
・

浦
上
記
念
館
に
開
館
し
ま
す
。

　十二代三輪休雪氏（本名：龍
りょうさく

作、椿東、69 歳）は、「愛
（エロス）」と「死（タナトス）」とを主題に人間存在の
重さを陶芸として問い続けてきた作家です。
　これまで萩焼の技法を制作の基礎としながら、現代
感覚にあふれた独自の表現世界を追求してきました。
　未発表の最新シリーズ「龍人伝説」にいたるまでの、
休雪氏の「愛」と「死」を核としたこれまでの旺盛な創
作活動の足跡を、時間をさかのぼりながら約１３０点
の代表的作品で紹介します。
※９月 11 日（土）は午後１時から一般公開

　

萩
焼
と
近
現
代
陶
芸
作
品
を
江
戸
時
代
か
ら
現
代
ま
で
、
時
代
を
追
っ
て

紹
介
し
ま
す
。

　

大
型
オ
ブ
ジ
ェ
な
ど
陶
素
材
で
先
端
的
な
表
現
活
動
を
行
っ
て
い
る
現
代

陶
芸
家
の
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

■
県
立
萩
美
術
館
・
浦
上
記
念
館　

萩
出
身
の
実
業
家
で
萩
市
名
誉
市
民
の

浦
上
敏
朗
氏
（
84
歳
）
が
、
県
に
寄
贈
さ
れ
た
浮
世
絵
と
東
洋
陶
磁
を
も
と

に
、
平
成
８
年
（
１
９
９
６
）
10
月
に
開
館
。

　

現
在
で
は
、
浮
世
絵
約
５
２
０
０
点
、
日
本
や
中
国
・
朝
鮮
半
島
の
古
陶

磁
約
５
５
０
点
、
近
現
代
の
陶
芸
作
品
約
７
５
０
点
を
所
蔵
。

陶芸館そばを流れる藍場川を、庭の一部に取り込み、
水面まで下りることができる石段を設けています。
▷敷地面積約 2515㎡、地下１階地上２階、延床面
積約 2440㎡

龍人伝説《愛》 龍人伝説《誕生》

龍人伝説《蓮華母》

■記念講演会と対談
□９月 11 日（土）午後１時 30 分〜、
□講師：乾

いぬい

由
よしあき

明氏、対談者：三輪休雪氏
■アーティスト・トーク
□９月 19 日（日）午前 11 時〜、三輪休雪氏による
作品解説
■瀬戸内寂聴・十二代三輪休雪 特別対談「愛と芸術」
□９月 25 日（土）午後２時〜、萩市民館大ホール

萩
焼
発
祥
の
地
か
ら
山
口
県
の
陶
芸
文
化
を
発
信

■
展
示
ゾ
ー
ン
Ⅰ（
２
階
）

■
展
示
ゾ
ー
ン
Ⅱ（
１
階
）

撮影：田中学而

９月11日（土）〜10月24日（日）

11月３日（水・祝）〜12月５日（日）

　重要無形文化財の保持者（人間国宝）の作品により、
日本の伝統工芸における「わざと美」を紹介します。
■料金　一般 500 円、70 歳以上・学生 450 円
■問い合わせ　県立萩美術館・浦上記念館
　　　　　　　　　　　（０８３８・２４・２４００）
関 連 イ ベ ン ト
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萩の玄関口にあるしっとりとしたロケーション

へ
向
か
い
、
湖
面
か
ら
景
観
を
眺
め
る

萩
・
長
門
峡
観
光
遊
覧
船
が
、
今
年
秋

（
10
月
頃
）
の
運
航
開
始
を
目
指
し
て
、

現
在
準
備
中
で
す
。

　

ダ
ム
の
湖
面
か
ら
、
秋
の
紅
葉
と
初

夏
の
新
緑
な
ど
自
然
景
観
を
楽
し
も
う

と
、11
月
と
５
月
を
中
心
に
運
航
。コ
ー

ス
は
ダ
ム
建
設
前
の
集
落
遺
構
方
面
へ

萩
・
長
門
峡

観
光
遊
覧
船

緑に囲まれた自然を進む“たかせ号”

萩
観
光
の
玄
関
口
、
道
の
駅「
萩
往
還
」が

10
月
中
旬
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
!!

　

国
で
は
毎
年
11
月
を
「
伝
統
的
工

芸
品
月
間
」
と
定
め
、
全
国
各
地
の

国
指
定
の
伝
統
的
工
芸
品
を
一
堂
に

集
め
た
全
国
大
会
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
今
年
は
、
県
立
萩
美
術
館
・
浦

上
記
念
館
の
陶
芸
館
開
館
を
記
念
し
、

萩
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

伝
統
的
工
芸
品
月
間
国
民
会
議
全

国
大
会

▽
11
月
３
日
（
水
・
祝
）
午
後
２
時

〜▽
萩
市
民
館

全
国
伝
統
的
工
芸
品
フ
ェ
ス
タ
in

萩▽
11
月
４
日
（
木
）
〜
７
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

▽
萩
市
民
体
育
館
・
旧
久
保
田
家
住

宅
（
萩
城
城
下
町
）
ほ
か

◉
全
国
の
逸
品
が
萩
に
集
結

　

大
会
で
は
、
全
国
の
国
指
定
伝
統

的
工
芸
品
と
、
山
口
県
内
の
国
指

定
伝
統
的
工
芸
品
で
あ
る
萩
焼
、
大

内
塗
、
赤
間
硯
の
製
作
体
験
、
実
演
、

展
示
、
販
売
な
ど
を
行
い
、
そ
の
魅

力
や
匠
の
技
の
素
晴
ら
し
さ
を
発
信

し
、
伝
統
的
工
芸
品
の
更
な
る
振
興

を
図
り
ま
す
。

◉
ま
ち
歩
き 

新
ス
タ
イ
ル
の
全
国

大
会

　

例
年
の
全
国
大
会
は
大
規
模
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
施
設
な
ど
を
使
用
し

て
開
催
さ
れ
ま
す
が
、
萩
大
会
で
は

市
内
の
文
化
財
施
設
な
ど
を
活
用
し
、

萩
の
ま
ち
じ
ゅ
う
で
全
国
大
会
を
開

催
す
る
こ
と
で
、
萩
の
ま
ち
歩
き
と

併
せ
て
大
会
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
、

新
し
い
ス
タ
イ
ル
の
全
国
大
会
を
展

開
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

萩
市
商
工
課

（
０
８
３
８
・
２
５
・
３
１
０
８
）

　

萩
の
玄
関
口
、
旧
萩
有
料
道
路
沿
い

に
あ
る
道
の
駅
・
萩
往
還
が
、
10
月
中

旬
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

向
か
う
佐さ

ざ

れ
々
連
コ
ー
ス
と
、
長
門
峡
方

面
へ
向
か
う
重

じ
ゅ
う
べ
い
い
わ

塀
岩
コ
ー
ス
。

　

現
在
、
来
年
秋
の
山
口
国
体
に
向
け

て
、
山
口
方
面
の
佐
々
並
か
ら
川
上
へ

の
ア
ク
セ
ス
道
も
整
備
中
。
萩
阿
武
川

温
泉
や
長
門
峡
を
含
め
て
、
ゆ
っ
た
り
、

く
つ
ろ
い
で
散
策
で
き
る
一
体
的
な
観

光
が
期
待
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

萩
市
観
光
課

（
０
８
３
８
・
２
５
・
３
１
３
９
）

　

道
の
駅
・
萩
往
還
は
、
新
幹
線
や
山

口
宇
部
空
港
な
ど
山
陽
方
面
か
ら
の
萩

観
光
の
玄
関
口
に
位
置
し
、
今
年
３
月

の
萩
有
料
道
路
の
無
料
化
に
伴
い
、
交

通
量
が
３
倍
に
飛
躍
し
ま
し
た
。

◎
新
た
に
和
食
・
洋
食
レ
ス
ト
ラ
ン
、

農
産
物
直
売
所

■
土
産
販
売
所　

旧
萩
有
料
道
路
管
理

事
務
所
を
改
修
し
、
売
り
場
面
積
は
従

来
の
２
倍
以
上
。
萩
物
産
協
会
が
運
営

し
、
萩
焼
、
お
酒
、
蒲
鉾
、
夏
み
か
ん

菓
子
な
ど
、
萩
の
お
土
産
は
ほ
と
ん
ど

揃
い
ま
す
。

■
農
産
物
直
売
所　

農
家
が
と
れ
た
て

野
菜
を
販
売
。
萩
の
大
自
然
の
恵
み
、

農
産
物
を
気
軽
に
買
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。

■
和
・
洋
食
レ
ス
ト
ラ
ン　

見
蘭
牛
や

む
つ
み
豚
で
お
馴
染
み
の「
み
ど
り
や
」

と
、
う
ど
ん
の
店
「
た
ぬ
き
」
が
出
店

し
ま
す
。

■
松
陰
記
念
館　

既
に
開
設
し
て
お
り
、

道
路
の
無
料
化
に
よ
り
入
館
者
は
３
倍

に
な
り
ま
し
た
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
萩
ま
ち
じ
ゅ

う
博
物
館
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
展
示
物

の
案
内
が
好
評
で
す
。

◎
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
道
の
駅

　

一
つ
の
自
治
体
の
道
の
駅
の
数
で
は
、

岐
阜
県
高
山
市
の
８
つ
が
全
国
ト
ッ
プ
。

萩
・
阿
武
に
は
、
道
の
駅
が
８
か
所
あ

り
、
そ
の
数
は
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で

す
。

※
高
山
市
の
面
積
２
１
７
８
㎢
は
萩
市

の
約
３
倍
。
日
本
で
最
も
広
い
市
町
村

で
、
香
川
県
や
大
阪
府
よ
り
広
い
！

■
問
い
合
わ
せ　

萩
市
商
工
課

（
０
８
３
８
・
２
５
・
３
１
０
８
）

　

川
上
の
阿
武
川
ダ
ム
湖

か
ら
名
勝
・
長
門
峡
方
面

〜
10
月
運
航
目
指
し
、

準
備
進
む
〜

全
国
最
大
級
の
工
芸
品
フ
ェ
ア
を
開
催

全
国
伝
統
的
工
芸
品
フ
ェ
ス
タ　
萩
in

①萩市民体育館
■伝統工芸ふれあい広場
　全国の伝統的工芸品の制作体験
■全国伝統的工芸品展
　日本伝統工芸士会作品展
　全国の伝統的工芸品の展示・販売

全国伝統的工芸品フェスタ in萩
11月４日（木）～７日（日）
午前10時～午後5時（最終日は4時）

②旧久保田家住宅
■萩焼 炎の技展
　萩焼の展示、ギャラリートーク

③伊藤博文別邸
■赤間硯 匠の技展／大内塗 雅の技展
　赤間硯、大内塗の展示・販売、ギャラリートーク

④旧萩商業高等学校
■やまぐちの技 体験交流館
　県内の工芸品の制作体験
■おいでませ山口フェスタ
　県産品などの販売、ステージイベント

⑤田町商店街
■田町萩焼フェスタ
　萩焼の展示・販売



��010年９月（第95号）

４

　

萩
は
、
江
戸
時
代
の
城
下
町
絵
図
を
、

そ
の
ま
ま
地
図
と
し
て
用
い
る
こ
と
が

で
き
る
「
ま
ち
」
で
す
。

　

そ
れ
は
、
江
戸
時
代
の
城
下
町
が
、

大
き
く
壊
さ
れ
る
こ
と
な
く
今
に
伝
え

ら
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

　

前
回
は
、「
低
湿
地
」を
開
発
し
て「
ま

ち
」
の
近
代
化
を
図
っ
た
こ
と
に
よ
り
、

元
か
ら
あ
っ
た
城
下
町
の
諸
要
素
が
壊

さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
紹
介
し
ま
し
た
。

今
回
は
、「
夏
み
か
ん
」
が
萩
の
「
ま
ち
」

を
守
っ
た
こ
と
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。 　

萩
の
特
産
物
と
さ
れ
る
夏
み
か
ん
は
、

明
治
９
年
（
１
８
７
６
）
に
、
全
国

に
先
駆
け
て
経
済
栽
培
が
始
ま
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
禄
を
失
っ
た
武
士
を
救
済
す

る
た
め
で
し
た
。

　

こ
の
夏
み
か
ん
（
当
初
は
夏

な
つ
だ
い
だ
い
橙
）

の
経
済
栽
培
を
推
し
進
め
た
の
が
、
元

萩
藩
士
の
小お

ば
た幡
高た

か
ま
さ
政
で
し
た
。

　

小
幡
は
、
幕
末
期
に
、
萩
町
奉
行

役
や
江
戸
留
守
居
役
な
ど
を
歴
任
し

た
有
能
な
藩
吏
で
す
。
安
政
６
年

（
１
８
５
９
）、
江
戸
評
定
所
に
お
け
る

吉
田
松
陰
へ
の
死
罪
判
決
申
渡
し
に
藩

代
表
と
し
て
立
ち
会
っ
た
こ
と
で
も
知

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

明
治
維
新
の
後
に
政
府
に
出
仕
し
、

小
倉
県け

ん
ご
ん
れ
い

権
令
（
今
の
知
事
）
を
務
め
た

後
に
60
歳
で
帰
郷
し
ま
す
。
そ
し
て
兄

で
あ
る
祖そ

し
き式

氏
ら
と
共
に
、
明
治
９
年

に
耐

た
い
き
ゅ
う
し
ゃ

久
社
を
設
立
し
て
、
夏
橙
の
経
済

栽
培
に
取
組
み
ま
し
た
。
不
平
士
族
に

よ
る
萩
の
乱
へ
と
続
く
、
不
穏
な
空
気

が
漂
う
中
で
の
こ
と
で
し
た
。

　

当
初
、
こ
の
取
り
組
み
は
嘲
笑
さ
れ

ま
し
た
が
、や
が
て
、明
治
20
年
（
１
８

８
７
）
頃
に
出
荷
が
始
ま
る
と
、
そ
れ

は
大
い
な
る
評
価
へ
と
変
わ
り
ま
し
た
。

　

果
物
の
少
な
い
時
季
に
出
荷
さ
れ
た

夏
み
か
ん
は
、
米
１
升
と
夏
み
か
ん
３

個
か
ら
５
個
が
等
価
（
脇
英
夫
『
萩
夏

み
か
ん
百
年
小
史
』
他
）
と
い
う
、
大

変
な
高
値
で
取
引
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

そ
の
た
め
か
、「
夏
み
か
ん
の
樹
が
３

本
あ
れ
ば
、
こ
ど
も
を
上
級
学
校
に
通

わ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
も
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

経
済
作
物
と
し
て
有
望
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
萩
の
「
ま
ち
」
内
に
瞬

ま
た
たく
間
に

栽
培
が
広
ま
り
ま
し
た
。
明
治
時
代
の

末
頃
に
は
、
当
時
の
萩
町
の
年
間
予
算

の
８
倍
（
！
）
に
上
る
生
産
額
を
誇
る

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

昭
和
22
年
（
１
９
４
７
）、
米
軍
撮

影
の
萩
三
角
州
航
空
写
真
①
で
す
。（
米

軍
撮
影
写
真
に
つ
い
て
は
、
第
４
の

キ
ー
ワ
ー
ド
「
災
い
」
の
回
に
詳
し
く

紹
介
の
予
定
）
で
す
。
三
角
州
内
で
比

較
的
黒
く
写
っ
て
い
る
の
が
夏
み
か
ん

の
畑
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
と
、江
戸
時
代
終
わ
り
頃（
１
８

５
０
年
頃
）
の
城
下
町
絵
図
②
と
を
比

較
し
て
み
て
下
さ
い
。
何
か
見
え
て
く

る
も
の
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。

　

城
下
町
絵
図
で
白
く
表
現
さ
れ
て
い

る
所
が
武
家
屋
敷
や
藩
の
施
設
で
あ
る

こ
と
は
、「
城
下
町
の
あ
ゆ
み
」
の
中

で
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。
実
は
、
白
く

表
現
さ
れ
た
部
分
と
航
空
写
真
の
黒
く

写
っ
て
い
る
所
と
が
、
多
く
の
個
所
で

重
な
る
の
で
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
主

あ
る
じの

い
な
く
な
っ

た
広
い
武
家
屋
敷
地
が
、
夏
み
か
ん
の

畑
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
こ
と
を
見
て
取

〜
夏
み
か
ん
が
守
っ
た
城
下
町
〜

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

昭
和
27
年
（
１
９
５
２
）
の
萩
市
都

市
計
画
図
の
堀
内
部
分
③
で
す
。
果
樹

園
と
し
て
表
現
さ
れ
て
い
る
所
を
着
色

し
ま
し
た
。
学
校
（
萩
高
等
学
校
、
指

月
中
学
校
）
と
市
立
病
院
を
除
く
と
、

殆
ど
が
果
樹
園
、
つ
ま
り
夏
み
か
ん
畑

で
す
。

　

昭
和
27
年
と
い
え
ば
、
夏
み
か
ん
の

経
済
栽
培
が
始
ま
っ
て
80
年
近
く
経
過

し
て
い
ま
す
。
夏
み
か
ん
が
盛
ん
に
栽

培
さ
れ
続
け
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

そ
れ
は
先
に
も
触
れ
ま
し
た
が
、
栽
培

の
初
期
に
高
値
で
取
引
さ
れ
た
夏
み
か

ん
の
需
要
が
、
高
い
状
態
で
続
い
た
こ

と
を
意
味
し
ま
す
。

　

夏
み
か
ん
の
盛
ん
な
栽
培
は
、
１
９

７
０
年
頃
ま
で
続
き
ま
す
。
そ
の
結
果
、

畑
と
な
っ
た
武
家
屋
敷
地
が
、
分
割
分

譲
さ
れ
る
こ
と
な
く
長
く
維
持
さ
れ
ま

し
た
。
屋
敷
地
周
囲
の
土
塀
や
建
物
も
、

夏
み
か
ん
の
風
除
け
と
し
て
維
持
さ
れ

ま
し
た
。
そ
し
て
「
壊
れ
か
け
た
土
塀

か
ら
の
ぞ
く
夏
み
か
ん
」
の
景
観
が
形

作
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
す
。

　

つ
ま
り
、
夏
み
か
ん
栽
培
が
長
く
続

け
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
武
家
屋
敷
地

が
、
ひ
い
て
は
城
下
町
が
、
大
き
な
改

変
か
ら
守
ら
れ
た
の
で
す
。

萩
博
物
館
統
括
学
芸
員　

清
水
満
幸

土塀と夏みかん、平安古町
（1960 年ころ、角川政治氏撮影）

堀内の夏みかん畑
（1960 年ころ、角川政治氏撮影）
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郵便振込
58%

口座振込42%

山口銀行 7%

萩山口
信用金庫 3%

みずほ
19%

郵便局 12%

１ 昭和 22 年（1947）撮影の萩三角州航空写真

２ 江戸時代終わり頃（1850 年頃）の城下町絵図

３ 昭和 27 年（1952）の萩市都市計画図の堀内部分

　

平
成
20
年
11
月
か
ら
「
み
ず
ほ
フ
ァ

ク
タ
ー
株
式
会
社
」
と
の
委
託
に
よ
り
、

都
市
銀
行
、
地
方
銀
行
な
ど
、
全
国
ほ

と
ん
ど
の
金
融
機
関
で
口
座
振
替
が
利

用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

口
座
振
替
を
推
進
す
る
た
め
、
昨
年

【年会費の支払方法】

萩の特産品（下記から１つ）

の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、
新
た
に
１
５

４
人
の
方
が
申
し
込
ま
れ
、
全
会
員
の

約
４
割（
６
０
９
人
）の
方
が
口
座
振
替

を
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。（
上
表
）

　

会
員
の
皆
さ
ん
に
は
、
毎
年
の
更
新

時
期
に
年
会
費
を
お
支
払
い
い
た
だ
い

て
い
ま
す
が
、
更
新
手
続
を
お
忘
れ
に

な
っ
て
い
た
り
、
郵
便
局
へ
年
会
費
を

支
払
い
に
行
く
の
が
不
便
等
の
事
情
に

よ
り
、
退
会
さ
れ
た
と
い
う
ケ
ー
ス
も

見
受
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
口
座
振
替

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
継
続
実
施
し
ま
す
。

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
新
た
に
口
座
振

替
に
さ
れ
た
方
に
、
萩
特
産
品
を
進
呈

し
ま
す
。

口
座
振
替
の
お
願
い

申
込
者
に
萩
特
産
品
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
！

会
費
の
お
支
払
い
は
口
座
振
替
で
、

全
国
の
金
融
機
関
で
利
用
で
き
ま
す
!

　

萩
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
会
は
、
会
員
の
皆
様
か
ら
の
年
会
費
で
運
営

し
て
い
ま
す
。
今
年
３
月
末
時
点
の
会
員
数
は
１
４
６
６
人
で
、
地

域
別
に
見
る
と
関
東
が
４
７
４
人
で
全
体
の
約
３
割
を
占
め
て
最
も

多
く
、
関
西
の
２
６
７
人
と
合
わ
せ
る
と
半
数
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
萩
市
含
め
山
口
県
内
の
会
員
は
約
４
割
で
す
。

しそわかめ

留魂録（松陰神社発行）

　

手
間
な
く
全
国
の
金
融
機
関
で
会
費

を
納
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
会
費
の
口

座
振
替
に
つ
き
ま
し
て
、
是
非
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。　

　

申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
同
封
の

「
年
会
費
の
口
座
振
替
の
ご
案
内
」
を

ご
参
照
い
た
だ
く
か
、
事
務
局
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

萩
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
会
事
務
局

（
０
８
３
８
・
２
５
・
３
１
７
８
、
メ
ー
ル

hagi-netw
ork@

city.hagi.lg.jp

）

堀内の古地図・夏みかん畑

◇しそわかめ
◇ちりめん
◇「萩ものしりブック」
◇「留魂録」松陰神社社務所発行
◇松陰先生絵はがき（８枚セット）
◇萩城下町絵図

松陰先生
絵はがき



��010年９月（第95号）

　

萩
博
物
館
が
、
夏
休
み
に
お
く
る

特
別
展
。「
２
０
１
０
年 

Ｕユ

ー

マ
Ｍ
Ａ
と

の
遭
遇
〜
知
ら
れ
ざ
る
ミ
ス
テ
リ
ー

ア
ニ
マ
ル
の
世
界
〜
」
が
、
過
去
最

高
の
入
場
者
を
記
録
し
大
人
気
で
す
。

９
月
５
日
（
日
）
の
展
示
終
了
ま
で
、

あ
と
わ
ず
か
。

　

特
別
展
で
は
、
ツ
チ
ノ
コ
な
ど
の

未
確
認
生
物
（
Ｕ
Ｍ
Ａ
）、
カ
ッ
パ

や
人
魚
の
ミ
イ
ラ
な
ど
伝
説
の
生
物

を
展
示
し
話
題
に
な
り
ま
し
た
。

　

テ
レ
ビ
や
、
ス
ポ
ー
ツ
報
知
（
７

／
９
）、
九
ス
ポ
（
８
／
２
）
な
ど

新
聞
で
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
、
市

カッパのミイラ（瑞龍寺：大阪市）
体長は約 70 〜 80㎝ほどで褐色。口が横に大
きく裂けており、小さいが鋭くとがった歯が
無数に生えている。手足の指が長い

人魚のミイラ（瑞龍寺：大阪市）
体長約 1 ｍ。下半身部分は魚で、語り継がれ
てきた人魚そのままの姿

　

福
賀
梨
の
特
徴
は
、
糖
度
が
高
く

“
シ
ャ
キ
、
シ
ャ
キ
”
し
た
食
感
で
す
。

そ
の
秘
訣
は
、
標
高
３
５
０
〜
４
０
０

ｍ
の
準
高
冷
地
で
栽
培
す
る
こ
と
に
よ

る
激
し
い
寒
暖
の
差
に
あ
り
ま
す
。
梨

の
木
と
葉
は
日
中
、
太
陽
の
日
差
し
を

い
っ
ぱ
い
浴
び
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
蓄
え
、

夜
に
な
る
と
温
度
が
約
10
℃
下
が
り
、

阿
武
町

水津組合長

木
の
体
力
の
消
耗
を
抑
え
ま
す
。
そ
の

分
、
梨
の
実
に
栄
養
が
行
き
届
き
糖
度

が
で
る
と
い
う
仕
組
み
で
す
。

　

梨
の
栽
培
面
積
は
11 

ha
。
福
賀
梨

生
産
組
合
の
人
の
手
に
よ
っ
て
14
年
間

２
１
０
ｔ
を
出
荷
し
て
い
ま
す
。
品

種
は
約
７
割
が
通
称
“
青
梨
”
20
世
紀
、

残
り
の
２
割
が
“
赤
梨
”
豊
水
や
南
水

で
す
。

　

水
津
明
文
組
合
長
は
「
こ
だ
わ
り
は
、

堆
肥
は
も
ち
ろ
ん
“
有
機
肥
料
”
に
こ

だ
わ
り
土
壌
改
良
を
し
て
い
ま
す
。
梨

づ
く
り
の
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
は
丈
夫
な

木
と
葉
を
作
る
こ
と
。
葉
は
太
陽
の
光

を
、
根
は
栄
養
と
水
分
を
し
っ
か
り
吸

収
し
ま
す
。
木
と
葉
が
丈
夫
に
な
れ
ば

良
い
梨
に
な
り
ま
す
。
春
先
の
天
候
不

順
で
生
育
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ

の
後
好
天
が
続
き
、
順
調
に
生
育
し
良

い
梨
に
仕
上
が
り
ま
し
た
。“
環
境
に

味覚の秋には

優
し
く
”
を
合
い
言
葉
に
、
部
会
員
全

員
が
丹
誠
込
め
て
育
て
た“
福
賀
の
梨
”

を
ぜ
ひ
お
召
し
上
が
り
く
だ
さ
い
。
ま

た
今
年
か
ら
台
湾
に
向
け
て
“
あ
ぶ
ら

ん
ど
萩
梨
”と
し
て
出
荷
を
行
い
ま
す
」。

　

福
賀
梨
の
出
荷
は
９
月
１
日
か
ら
９

月
下
旬
ま
で
あ
ぶ
ら
ん
ど
萩
農
業
協
同

組
合
各
支
所
と
阿
武
町
「
道
の
駅
」
で

お
求
め
に
な
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

山
口
県
阿
武
郡
阿
武
町
福
賀　

あ
ぶ

ら
ん
ど
萩
農
業
協
同
組
合
福
賀
支
所

（
０
８
３
８
８
・
５
・
０
３
１
１　

Ｆ
Ａ

Ｘ
０
８
３
８
８
・
５
・
０
６
５
５
）

　

萩
有
数
の
果
物
の
産
地
、
小
川
の
平

山
台
で
小
川
梨
生
産
組
合
（
上
杉
重
男

会
長
）
が
栽
培
し
て
い
る
「
サ
ン
幸
水
」

の
出
荷
が
始
ま
り
、「
二
十
世
紀
」
も

８
月
下
旬
か
ら
９
月
中
旬
ま
で
本
格
的

に
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
春
先
の
異
常
低
温
な
ど
で

着
果
量
は
満
足
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
梅
雨
明
け
か
ら
天
候
に
恵
ま
れ
、

「
例
年
ど
お
り
糖
度
13
度
の
甘
く
み
ず

み
ず
し
い
梨
が
で
き
た
」と
、上
杉
会
長
。

　

小
川
梨
生
産
組
合
は
、
10
戸
で
10　

ha
を
栽
培
。
良
品
質
な
梨
を
目
指
し
て

日
々
努
力
し
て
お
り
、
今
年
も
例
年
並

み
の
40
ｔ
の
出
荷
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

萩
の
太
陽
の
光
を
浴
び
、
育
て
あ
げ

ら
れ
た
平
山
台
の
梨
は
、
小
川
果
樹
選

果
場
（
上
小
川
西
分
）、
道
の
駅
「
ゆ

と
り
パ
ー
ク
た
ま
が
わ
」（
江
崎
）、
道

の
駅
「
萩
し
ー
ま
ー
と
」
で
お
買
い
求

め
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
通
信
販
売
に
つ
い
て
は
、
小

川
果
樹
選
果
場
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

小
川
果
樹
選
果
場

（
０
８
３
８
７
・
４
・
０
３
２
６
）

萩しーまーとでも買えます

外
・
県
外
か
ら
の
観
光
客
の
ほ
か
、

物
珍
し
さ
に
40
〜
50
代
の
カ
ッ
プ
ル

も
多
数
来
館
。
見
学
に
90
分
待
ち
の

列
が
並
ぶ
な
ど
、
萩
博
物
館
の
特
別

展
と
し
て
は
、
萩
の
人
口
５
万
人
を

超
え
、
過
去
最
高
と
な
る
６
万
人
を

突
破
（
こ
れ
ま
で
の
最
高
入
場
者
は
、

昨
年
の
「
マ
ン
タ
の
海
流
大
冒
険
」

の
３
万
２
５
６
５
人
）。

　
「
科
学
万
能
の
時
代
に
あ
え
て
科

学
で
は
証
明
で
き
な
い
、
人
の
常
識

が
届
か
な
い
も
の
が
あ
る
こ
と
を
提

示
し
て
み
た
か
っ
た
」
と
萩
博
物
館

の
堀
成
夫
主
任
研
究
員
。
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萩
市
に
は
、
幕
末
、
萩
藩
（
長
州
藩
）

が
大
砲
や
軍
艦
な
ど
の
近
代
化
に
と
り

く
ん
だ
遺
跡
が
点
在
し
て
い
ま
す
。
な

か
で
も
萩
反
射
炉
な
ど
は
、「
九
州
・

山
口
の
近
代
化
産
業
遺
産
群
」
の
構
成

資
産
と
し
て
世
界
遺
産
候
補
と
な
っ
て

お
り
、
各
方
面
か
ら
注
目
を
集
め
て
い

ま
す
。

　

萩
藩
が
大
砲
や
軍
艦
の
近
代
化
に

挑
戦
し
た
の
は
、
19
世
紀
な
か
ば
の
世

界
の
動
向
に
大
き
く
関
係
し
て
い
ま
す
。

萩
藩
の
首
脳
部
は
、
ア
ヘ
ン
戦
争
で
中

国
が
イ
ギ
リ
ス
に
大
敗
し
た
と
い
う
情

報
を
得
た
こ
と
に
よ
り
、
欧
米
列
強

の
圧
倒
的
な
軍
事
力
に
危
機
感
を
抱
き
、

海
の
守
り
（
海
防
）
を
強
化
す
る
必
要

に
迫
ら
れ
た
の
で
す
。

萩博物館
だより
☎０８３８・
　２５・６４４７

　

そ
の
一
方
で
萩
藩
は
、
大
砲
や
軍
艦

と
い
っ
た
軍
事
関
連
分
野
だ
け
で
な
く
、

医
学
・
ガ
ラ
ス
・
写
真
・
蒸
気
機
関
な

ど
近
代
的
な
諸
科
学
の
振
興
に
も
と
り

く
み
ま
し
た
。
し
か
し
「
鎖
国
」
と
い

う
条
件
下
で
、
欧
米
人
に
頼
る
こ
と
な

く
自
力
で
近
代
化
を
図
る
こ
と
は
、
わ

れ
わ
れ
の
想
像
以
上
の
困
難
を
伴
う
も

の
だ
っ
た
の
で
す
。

　

幕
末
の
萩
藩
が
試
行
錯
誤
（
ト
ラ
イ

ア
ル
＆
エ
ラ
ー
）
し
な
が
ら
、
自
力
で

産
業
の
近
代
化
に
挑
戦
し
た
様
子
を
紹

介
し
ま
す
。

■
観
覧
料　

大
人
５
０
０
円
、高
・
大
学

生
３
０
０
円
、小
・
中
学
生
１
０
０
円

■
休
館
日　

な
し

■
駐
車
場　

３
０
０
円
（
普
通
車
）

◁藩主毛利敬親が孫
興丸（のちの元昭）に
与えた蒸気車模型

　

萩
市
で
は
、
市
外
か

ら
萩
に
住
ん
で
み
た
い

方
へ
の
移
住
（
Ｕ
Ｊ
Ｉ

タ
ー
ン
）
を
促
進
す
る

た
め
、
平
成
18
年
に
定

住
相
談
総
合
窓
口
を
開

設
し
、
ま
た
萩
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
、
空
き
家

情
報
満
載
の
「
空
き
家

情
報
バ
ン
ク
」
を
開
設

し
て
い
ま
す
。

　

空
き
家
情
報
バ
ン
ク

で
、
こ
れ
ま
で
移
住
さ

　

こ
の
た
び
、
萩
へ
の
移
住
を
さ
ら
に

促
進
す
る
た
め
、
空
き
家
と
な
っ
て
い

た
教
職
員
住
宅
等
を
Ｕ
Ｊ
Ｉ
タ
ー
ン
促

進
住
宅
と
し
て
整
備
し
ま
し
た
。
萩
の

中
山
間
地
で
、
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
を
楽
し

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

■
場
所　

田
万
川
・
む
つ
み
・
旭
・
福

栄
地
域

■
募
集
戸
数　

９
戸

■
申
込
方
法　

入
居
は
11
月
中
旬
。
申

込
書
は
、
萩
市
定
住
支
援
サ
イ
ト
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

萩
市
地
域
政
策
調
整
課
：
柴
田

（
０
８
３
８
・
２
５
・
３
８
１
９
）

ク
ス
ト
２
０
１
０
」
の
関
連
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
企
画
さ
れ
た
公
募
展
で
す
。

　

作
品
は
モ
デ
ル
を
使
わ
ず
、
実
際
の

結
婚
式
、
結
婚
記
念
写
真
を
題
材
と

し
て
撮
影
し
た
も
の
で
、
プ
ロ
と
ア
マ

チ
ュ
ア
合
わ
せ
て
、
５
０
０
点
以
上
が

応
募
、
約
４
０
０
点
が
プ
ロ
の
写
真
家

の
作
品
で
、
金
賞
に
選
ば
れ
た
の
は
40

点
で
し
た
。

　

受
賞
作
は
、
昨
年
秋
に
菊
ヶ
浜
で
撮

影
さ
れ
た
作
品
。作
品
タ
イ
ト
ル
は「
旅

立
ち
」。
波
立
つ
日
本
海
を
前
に
、
頼

も
し
げ
な
新
郎
と
、
晴
れ
や
か
な
表
情

を
浮
か
べ
た
新
婦
の
後
ろ
姿
が
印
象
的

で
す
。

―
―

今
は
、
ブ
ラ
イ
ダ
ル
業
界
も
お

嬢
さ
ん
た
ち
の
意
識
も
昔
と
は
ず
い
ぶ

ん
変
わ
り
、
写
真
館
が
い
い
と
い
っ
て

き
た
写
真
が
、
必
ず
し
も
良
く
な
い
。

　

東
京
ビ
ッ
ク
サ
イ
ト
で
行
わ
れ
た
日

本
最
大
規
模
の
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
フ
ォ
ト

コ
ン
テ
ス
ト
で
、瓦
町
在
住
の
写
真
家
・

下
瀬
信
雄
さ
ん（
65
歳
）が
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
・
ベ
ス
ト
シ
ョ
ッ
ト
部
門
金

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
審
査
員
は
立
木

義
浩
、
桂
由
美
さ
ん
で
す
。

　

６
月
29
日
、
30
日
に
開
か
れ
た
写
真

業
界
の
ビ
ジ
ネ
ス
フ
ェ
ア
「
フ
ォ
ト
ネ

さん

実際の結婚記念写真が題材

　昨年の第 63 回山口県美術展覧会において、
「サンタモニカ」で大賞を受賞し、第 64 回県
美展で展示空間を提供されました。
　展示のテーマは、「日本点景」で約 35 点展
示され、日常の中に潜んでいる不思議なできご
とや景色が題材となっています。
■とき　９月 16 日（木）〜 10 月３日（日）
■ところ　山口市亀山３-1　山口県立美術館
　（０８３・９２５・７７８８）
■観覧料　一般 500 円、学生 400 円 も

う
少
し
自
由
な
雰
囲
気
、
う
れ
し
そ

う
な
雰
囲
気
が
ほ
し
い
と
い
う
要
請
を
、

ち
ゃ
ん
と
汲
み
取
ろ
う
と
い
う
の
が
一

つ
の
狙
い
で
す
ね
。

　

萩
は
自
然
も
文
化
財
も
非
常
に
豊
富

で
身
近
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
都
会

で
は
な
い
ん
で
す
よ
。
都
会
で
ロ
ケ
に

行
く
と
大
変
な
作
業
で
す
け
ど
、
こ
の

辺
は
、
そ
う
い
う
も
の
が
身
近
に
あ
る
。

せ
っ
か
く
あ
る
の
に
、
そ
れ
を
生
か
さ

な
い
手
は
な
い
。

　

萩
の
写
真
を
持
っ
て
い
き
ま
す
と
、

城
下
町
に
し
ろ
、
海
に
し
て
も
、「
わ
ぁ
、

い
い
と
こ
ろ
に
住
ん
で
る
ね
」
と
皆
に

言
わ
れ
ま
す
の
で
、
そ
れ
を
な
る
べ
く

利
用
し
よ
う
と
し
た
ん
で
す
ね
。

下
瀬
さ
ん
の
コ
メ
ン
ト

れ
た
方
は
、
全
国
各
地
か
ら
29
世
帯
57

人
。
７
月
末
現
在
、
バ
ン
ク
に
は
78
件

の
物
件
が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

萩のＵＪＩターン住宅
募集

９月18日（土）〜11月28日（日）

萩の近代化産業遺産
ー世界遺産をめざしてー
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転
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
す
。
酒
造
り
に

と
っ
て
「
水
は
命
」
と
言
わ
れ
る
程
重

要
な
も
の
で
、
そ
れ
に
代
わ
る
良
質
で

豊
富
な
水
を
求
め
、
現
在
の
場
所
に
移

転
し
ま
す
。
そ
の
後
、
高
度
に
精
米
し

た
酒
造
好
適
米
を
使
う
と
と
も
に
、
軟

水
で
仕
込
み
、
品
質
管
理
を
徹
底
し
、

良
質
な
酒
を
造
る
こ
と
に
努
め
、
現
在

に
至
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
歴
史
あ
る
家
業
に
身
を

置
い
た
の
は
９
年
前
。
幼
少
の
頃
は
家

業
に
対
し
興
味
は
な
く
、
高
校
を
卒
業

し
、
福
岡
の
専
門
学
校
に
進
学
、
そ
し

て
、
企
業
に
就
職
し
、
結
婚
。
そ
の
後
、

子
ど
も
を
授
か
り
、
一
般
的
な
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
と
し
て
生
活
を
送
っ
て
い
ま

し
た
が
、
長
男
が
幼
稚
園
に
通
う
よ
う

に
な
る
頃
、
子
育
て
は
自
然
豊
か
な
田

舎
の
方
が
良
い
だ
ろ
う
と
、
故
郷
に
帰

り
、
家
業
で
あ
る
岡
崎
酒
造
場
に
入
社
。

　

歴
史
の
あ
る
酒
造
場
に
生
ま
れ
な
が

ら
、
そ
の
業
務
を
殆
ど
知
ら
な
い
状

態
で
し
た
の
で
、
製
造
、
詰
め
、
配
達
、

そ
の
す
べ
て
を
一
か
ら
学
び
ま
し
た
。

酒
造
り
は
、
勘
と
タ
イ
ミ
ン
グ
で
モ
ミ

状
態
を
見
な
が
ら
、
手
間
隙
を
か
け
造

る
と
い
う
こ
と
を
経
験
し
、
ま
た
、
造

る
人
だ
け
で
な
く
、
売
る
人
と
の
連
携

も
大
切
で
あ
り
、
大
事
な
の
は
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
だ
と
い
う
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

そ
し
て
、
仕
事
に
慣
れ
て
き
た
３
年
前
、

４
代
目
と
し
て
跡
を
継
ぐ
準
備
と
い
う

意
味
で
専
務
に
就
任
し
ま
し
た
。

　

大
正
13
年
、
曽
祖
父
が
旧
川
上
村
高

瀬
で
酒
造
り
を
始
め
た
の
が
岡
崎
酒
造

場
の
始
ま
り
で
す
。
旧
川
上
村
高
瀬
と

は
阿
武
川
ダ
ム
建
設
の
際
、
沈
ん
だ
地

域
で
あ
り
、
県
立
自
然
公
園
に
指
定
さ

れ
て
い
る
景
勝
地
「
長
門
峡
」
と
同
じ

阿
武
山
地
の
渓
谷
地
域
で
し
た
。
そ
し

て
、
こ
の
地
域
特
有
で
あ
る
石
英
、
斑

岩
の
断
崖
・
絶
壁
か
ら
流
れ
る
名
水
を

使
っ
て
造
ら
れ
た
の
が
、
清
酒
「
長
門

峡
」
で
す
。
岡
崎
酒
造
場
＝
長
門
峡
で

あ
り
、
そ
の
味
、
そ
の
品
質
を
守
り
続

け
、
地
酒
と
し
て
、
地
場
・
萩
と
い
う

場
所
、
そ
し
て
山
口
と
い
う
も
の
を
大

事
に
し
て
き
た
酒
造
場
で
す
。

　

昭
和
45
年
、
約
50
年
間
変
わ
ら
ず
守

り
続
け
た
岡
崎
酒
造
場
に
転
機
が
訪
れ

ま
す
。
阿
武
川
ダ
ム
の
建
設
で
す
。
酒

蔵
は
湖
底
に
沈
む
こ
と
と
な
り
。
移

　

岡
崎
酒
造
場
＝
長
門
峡
で
は
あ
り
ま

す
が
、
過
去
に
も
、
川
上
村
の
村
お
こ

し
企
画
で
、
川
上
の
特
産
品
「
ゆ
ず
」

を
使
い
、
日
本
で
初
の
日
本
酒
ベ
ー
ス

リ
キ
ュ
ー
ル
「
ゆ
ず
リ
キ
ュ
ー
ル
酒
」

を
開
発
し
た
り
、
萩
の
特
産
品
「
夏
み

か
ん
」を
使
っ
た「
だ
い
だ
い
リ
キ
ュ
ー

ル
酒
」、
ま
た
日
本
酒
と
地
元
産
の
梅

で「
梅
酒
」（
う
め
ざ
け
）を
開
発
・
製
造

と
、
本
道
は
守
り
な
が
ら
、
常
に
新
し

い
こ
と
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
今
年
、
米
農
家
の
提
案
か
ら

開
発
を
進
め
て
い
た
、
無
農
薬
純
米
大

吟
醸「
無
口
」の
販
売
を
始
め
ま
し
た
。

「
無
口
」の
原
料
と
な
っ
て
い
る
イ
セ
ヒ

カ
リ
米
は
、
伊
勢
神
宮
の
御
神
田
で
、

台
風
の
後
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
稲
が
横
倒

し
な
っ
て
い
る
中
に
ス
ー
ッ
と
１
株
だ

け
立
っ
て
い
て
見
つ
か
っ
た
と
い
う
由

来
を
持
つ
新
品
種
の
希
少
米
。
そ
の
イ

セ
ヒ
カ
リ
を
美
東
町
の
農
家
の
方
が
無

農
薬
、
無
化
学
肥
料
で
手
間
隙
か
け
栽

培
し
た
も
の
を
、
丁
寧
に
精
米
し
、
低

温
で
ゆ
っ
く
り
発
酵
さ
せ
、
丹
念
に
特

有
の
芳
香
を
有
す
る
よ
う
に
醸
造
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
ラ
ベ
ル
に
も
こ
だ
わ
り
、
無

印
良
品
な
ど
の
Ｐ
Ｏ
Ｐ
を
手
掛
け
る
グ

ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
麹
谷
宏
さ
ん

に
依
頼
し
、
上
級
の
清
酒
と
し
て
販
売

し
ま
し
た
。
現
在
、
日
本
で
、
無
農
薬

の
イ
セ
ヒ
カ
リ
を
原
材
料
と
し
て
お
酒

を
造
っ
て
い
る
の
は
当
酒
造
場
の
み
で

日
本
で
唯
一
を
売
り
に
し
て
い
ま
す
。

　

地
元
の
恩
恵
を
受
け
、
成
り
立
つ
地

酒
製
造
。
今
後
と
も
、
長
門
峡
の
伝
統

を
守
り
な
が
ら
も
、
地
元
へ
の
感
謝
の

気
持
ち
を
新
し
い
お
酒
に
変
え
、
岡
崎

酒
造
場
の
歴
史
を
継
ぎ
繋
げ
た
い
と
思

い
ま
す
。

シリーズ⑲ 萩 の 元 気 企 業 探 訪

　萩の地酒としてだけでなく山口の地酒として県内はもとより
全国に知れ渡る銘酒「長門峡」。全国新酒鑑評会では過去 10
年で６回金賞を受賞、県の新酒鑑評会では、最優秀賞、優等賞
など、毎年受賞の常連であるほど卓越した酒造りをする岡崎酒
造場を訪問し、岡崎考

たかひろ

浩専務（38 歳）にお話を聞きました。

有限会社 岡崎酒造

㈲岡崎酒造場　本社 : 萩市川上 464-1
TEL:0838・54・2023
HP:http://www.e-hagi.jp/~chomonkyo/
従業員数 :11 人
業務内容 : 清酒・柚子リキュール・だいだい
リキュールの製造、販売
取扱店 : 有限会社渡辺屋、酒夢街道、原田
酒舗、酒の三平、アサヤ酒舗、ムラタ…etc。
その他萩市内酒店
　「無口」は萩市内では『酒の店金子』のみ取り
扱い、その他では首都圏の飲食店に提供して
います。ご購入は当社ＨＰからお願いします。
■無口　4,300 円（税込）720ml
☆「長門峡」純米原酒ひやおろしをプレゼント
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弁
護
士
法
人
サ
リ
ュ 

代
表
弁
護
士

谷　

清き

よ

し司
さ
ん

（
大
阪
市
在
住
、45
歳
）

広
く
扱
っ
て
い
ま
し
た
が
、
被
害
者
側

で
交
通
事
故
を
扱
う
う
ち
、
個
々
の
事

件
の
そ
れ
な
り
の
解
決
で
は
、
埒
が
あ

か
な
い
壁
を
意
識
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
そ
し
て
そ
の
壁
を
打
破
し
、
根

本
的
に
被
害
者
の
救
済
を
考
え
る
の

で
あ
れ
ば
、
こ
の
実
態
を
広
く
国
民
に

知
っ
て
も
ら
い
、
法
制
度
を
含
め
た
抜

本
的
な
解
決
を
図
る
し
か
な
い
と
考
え
、

本
の
出
版
を
決
意
し
ま
し
た
。

　

交
通
事
故
補
償
の
問
題
は
、
交
通
事

故
被
害
者
救
済
に
お
い
て
大
き
な
役
割

を
果
た
す
べ
き
自
賠
責
保
険
シ
ス
テ
ム

を
民
間
の
損
害
保
険
会
社
に
担
わ
せ
て

い
る
法
シ
ス
テ
ム
に
あ
り
ま
す
。

　

損
害
保
険
の
認
定
に
不
満
が
あ
る
場

合
、
被
害
者
が
最
後
に
頼
る
の
は
裁
判

所
で
す
が
、
こ
の
裁
判
所
が
官
僚
的
で
、

客
観
的
な
証
拠
に
固
執
す
る
こ
と
に
よ

り
、
と
き
に
は
被
害
者
に
厳
し
い
の
が

実
態
で
す
。

　

損
害
保
険
会
社
の
問
題
点
だ
け
で
は

な
く
、
む
し
ろ
国
及
び
裁
判
所
の
姿
勢

を
問
題
に
し
て
、
か
な
り
の
部
分
を
割

い
た
の
で
そ
の
点
を
ぜ
ひ
お
読
み
頂
き

た
い
。

　

大
阪
で
就
職
し
た
事
務
所
は
、
企
業

側
の
事
務
所
で
し
た
。
ボ
ス
は
と
て
も

良
い
人
で
尊
敬
し
て
い
ま
し
た
が
、
私

自
身
は
素
朴
に
個
人
の
笑
顔
に
触
れ
ら

れ
る
よ
う
な
仕
事
が
し
た
か
っ
た
。

　

ま
た
萩
は
、
26
年
間
弁
護
士
が
不
在

と
聞
い
て
い
た
の
で
、
や
り
が
い
を
感

じ
ま
し
た
。
海
に
面
し
た
美
し
い
城
下

町
で
暮
ら
し
て
み
た
い
と
い
う
気
持
ち

も
あ
り
、
若
い
弁
護
士
が
猫
も
杓
子
も

東
京
や
大
阪
の
都
会
に
集
ま
る
風
潮
に

も
反
発
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

理
由
が
複
合
的
に
重
な
り
ま
し
た
。

　

弁
護
士
事
務
所
と
い
う
の
は
元
来
個

人
企
業
で
す
か
ら
、
弁
護
士
が
死
ん

だ
ら
お
し
ま
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
そ
れ
で
は
事
務
所
で
働
い
て
い
る

従
業
員
の
そ
の
後
が
困
る
し
、
お
客
様

に
も
迷
惑
が
か
か
り
ま
す
。
多
く
の
若

い
優
秀
な
人
た
ち
が
安
心
し
て
人
生
を

賭
け
ら
れ
る
よ
う
な
法
律
事
務
所
に
し

た
か
っ
た
し
、
や
り
が
い
の
あ
る
職
場

に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

　

平
成
16
年
頃
か
ら
弁
護
士
法
人
が
制

度
と
し
て
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
で
、
ぜ
ひ
萩
の
地
か
ら
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
た
か
っ
た
。

　

サ
リ
ュ
大
阪
の
所
長
と
し
て
萩
を
離

れ
る
と
き
に
、
萩
の
家
は
そ
の
ま
ま
に

し
て
、
い
つ
で
も
帰
れ
る
よ
う
に
し
ま
し

た
。
33
歳
か
ら
41
歳
ま
で
萩
で
暮
ら
し

た
の
で
、
私
の
人
生
に
お
い
て
萩
は
第

二
の
故
郷
で
す
。
夏
祭
り
の
頃
に
は
子

ど
も
た
ち
も
連
れ
て
家
族
み
ん
な
で
滞

在
す
る
の
が
何
よ
り
の
楽
し
み
で
す
。

　

三
人
の
子
ど
も
に
は
、
高
杉
晋
作
、

木
戸
孝
允
、
杉
道
助
に
因
ん
だ
名
前
を

つ
け
ま
し
た
。
上
の
子
ど
も
た
ち
は
幼

稚
園
ま
で
萩
に
い
た
の
で
、
萩
に
来
る

と
、
菊
ヶ
浜
や
石
彫
公
園
を
魚
や
虫
を

追
い
か
け
て
走
り
回
っ
て
い
ま
す
。
今

後
と
も
時
間
が
で
き
れ
ば
、
な
る
べ
く

萩
に
帰
っ
て
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

弁
護
士
と
し
て
の
ス
タ
ー
ト
は
大
阪

で
し
た
。
所
属
し
た
事
務
所
が
、
大
手

損
害
保
険
会
社
の
顧
問
弁
護
士
を
務
め

て
い
ま
し
た
。
年
間
で
約
１
０
０
件
ほ

ど
交
通
事
故
事
件
を
担
当
し
、
当
然
そ

の
分
野
に
は
強
く
な
り
ま
し
た
。

　

萩
で
独
立
後
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
件
を

大
阪
で
大
手
保
険
会
社
の

顧
問
弁
護
士

「
ブ
ラ
ッ
ク
・
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
」

の
ポ
イ
ン
ト

弁
護
士
過
疎
地
の
萩
で
独
立
開
業

弁
護
士
法
人
サ
リ
ュ
を
設
立

萩
は
第
二
の
故
郷

昭
和
40
年
、
大
阪
市
生
ま
れ
。

京
都
大
学
法
学
部
卒
業
後
、
平
成
９

年
、
大
阪
で
弁
護
士
登
録
。

平
成
10
年
、
独
立
開
業
、
弁
護
士
過

疎
地
で
あ
っ
た
萩
市
で
谷
法
律
事
務

所
を
開
設
。

同
16
年
、
弁
護
士
法
人
サ
リ
ュ
設
立
。

現
在
、
法
律
事
務
所
を
全
国
６
か
所

に
構
え
、
大
阪
に
て
指
揮
を
執
る
。

平
成
20
年
か
ら
同
志
社
大
学
法
科
大

学
院
講
師
。
最
近
は
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ

■
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

オ
で
も
活
躍
中
。

□
弁
護
士
法
人
サ
リ
ュ

住
所　

萩
市
西
田
町

67
ー
２

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
８
３
８
・

２
２
・
３
４
５
６

萩
の
ほ
か
大
阪
（
梅
田
・
堺
）、
東

京
（
銀
座
・
四
谷
）、
埼
玉
（
川
口
）

の
６
か
所

代
表
弁
護
士　

谷
清
司
、
所
属
弁
護

士
12
名

※
サ
リ
ュ
は
フ
ラ
ン
ス
語
で
「
や
ぁ

！
」
と
い
っ
た
気
軽
な
挨
拶
と
同
時

に
、
救
い
・
救
済
の
意
味
を
持
つ
。

「
ブ
ラ
ッ
ク
・
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
～

温
存
さ
れ
た
大
手
損
保
、闇
の
構
造
」

　

保
険
会
社
、
国
、
そ
し
て
裁
判

所
。
交
通
事
故
被
害
者
を
蝕
む
保
険

金
「
値
切
り
」
の
手
口
が
い
ま
明
ら

か
に
な
る
。

発
売　

幻
冬
舎
（
10
年
５
月
発
行
）

価
格　

１
２
０
０
円
（
＋
税
）

http://www.legalpro.jp/
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学
校
だ
よ
り

　

萩
高
校
は
、１
８
７
０
（
明
治
３
）

年
に
萩
明
倫
館
か
ら
萩
中
学
校
に
改

名
以
来
、
今
年
で
創
立
１
４
０
周
年

を
迎
え
ま
す
。

　

こ
れ
を
記
念
し
て
10
月
18
日
の
開

校
記
念
日
に
、
脈
々
と
継
承
さ
れ
て

い
る
萩
高
の
伝
統
を
大
切
に
し
、
萩

高
生
と
し
て
の
誇
り
を
持
っ
た
生
徒

を
育
成
す
る
た
め
、
記
念
講
演
会
を

開
催
し
ま
す
。

■
と
き　

10
月
18
日
（
月
）
午
後
１

時
40
分
〜
３
時
10
分

■
と
こ
ろ　

萩
高
校
体
育
館
（
０
８

３
８
・
２
２
・
０
０
７
６
）

萩高校来年度の公立高校の入学定員

　

７
月
15
日
、
山
口
県
教
育
委
員
会

か
ら
来
年
度
の
公
立
学
校
入
学
定
員

数
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

萩
高
校
の
普
通
科
が
１
４
０
人
か

ら
１
２
０
人
と
な
り
、
20
人
の
減
少
。

理
数
科
を
含
め
現
在
の
５
ク
ラ
ス
か

ら
４
ク
ラ
ス
と
な
り
、
全
校
定
員
は

１
５
５
人
。
近
年
で
は
、
昭
和
63
年

度
の
入
学
定
員
８
ク
ラ
ス
３
５
５
人

に
対
し
、
２
０
０
人
も
減
少
し
て
い

ま
す
。

　

萩
商
工
高
校
も
工
業
系
の
定
員
が

１
０
５
人
か
ら
80
人
と
な
り
、
25
人

の
減
少
。
学
科
が
改
編
さ
れ
、「
機

械
」、「
電
気
」、「
建
設
工
学
」
の
３

学校名 学　科 定員

萩高
普通科 120

155
理数科 35

萩商工高

総合ビジネス 40

160
情報デザイン 40

機械・土木 40

電気・建築 40

演
題　
「
人
と
地
球
の
健
康
〜
こ
こ

ろ
の
ふ
る
さ
と
萩
に
生
ま
れ
た
一
研

究
者
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
〜
」

■
講
師　

陽
み
な
み　

捷か
つ
ゆ
き行

（
北
里
大
学
副

学
長
、
萩
高
昭
和
37
年
卒
業
・
14
期

生
、
東
京
指
月
会
副
会
長
）陽　

捷
行
氏

ホテルセンチュリー広島21（広島市）
広島指月会

7月3日

科
が
「
機
械
・
土
木
」、「
電
気
・
建

築
」
の
２
科
と
な
り
ま
す
。
商
業
系

の
定
員
は
変
更
が
な
く
、
全
校
定
員

は
、
１
６
０
人
。

　15 回目となる今年は、45 人が出席。
西村不可止会長から、15 回すべて参加
された皆勤賞の方が３人（水津浩蔵、西
村不可止、福永保夫）、14 回参加の方は
４人（額見康子、金田康房、小野敦仁、
河野伸行）が紹介されました。会員の要
望で、開催時間を今までより１時間早め
ました。山県会長からは、萩高校は今年
創立１４０年、10 月には記念行事が計
画されている、と挨拶がありました。
事務局は、北束由美さん（49 年卒業）
０８２・８８４・０１３６。

恒例の西村会長による絵画のオークション

太閤園（大阪市都島区）

6月27日関西山峡会総会

　山峡会は、川上と旭の同郷会です。
萩市の藤田伝三郎ゆかりの太閤園にて
会員、横山秀二市議会議員など来賓合
わせて 54 人が集い盛会にかつ楽しく
開催しました。
　当日は、１年振りの再開で田舎言葉
で話が弾み、楽しい一時があっという
間に過ぎ、また恒例のカラオケや抽選
会で盛り上がりました。

　高齢化が進み、現在の会員数は 100
人を切っておりますが、総会には地元
の方も含めて 50 人位は参加者があり
故郷を同じくする者同士でいつも仲良
くやっております。
　22 年間会長を努めてきた井上節美
さんが顧問に、新会長に青水勉さん

（佐々並出身）が就任しました。

10 月 18 日
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懐かしい手紙や写真で話しはつきません

「クラス会をいつ、どこで開催します」と
いう情報をお寄せください。萩の資料送
ります。投稿記事も歓迎します。
hagi-network@city.hagi.lg.jp

ください!
情報

　今年のテーマは、「MADE in HAGI」
引受期は、平成７年卒の 47 期生。母校
体育館で 500 人を超える同窓生が参加
しました。
　来賓の野村萩市長が「昨年限りで会場
の体育館が使えなくなるはずだったが、
関係者の尽力により体育館で開催できた
ことが嬉しい限り」とあいさつ。
　今年のメインイベントは、参加者によ
るファッションショー。10 代から 70 代
までの同窓生がモデルになり、当時の学
生服や体操服を着てステージに登場。往
時の雰囲気が会場を沸かせました。奇兵
隊の衣装の同窓生も登場し、注目を集め
ていました。

8月8日

萩高校体育館（萩市）
萩高校同窓会総会・八八会

萩本陣（萩市）

8月15日明

　今年は萩本陣で開催し、100 人が参加。
今回は、小・中・高等学校が合同となっ
ての初の同窓会。
　葊澤洋子会長が「厳しい社会情勢です
が、昔のことを優しい友、新しい顔の仲
間と語り合い、あたたかな気持ちになっ
てください」とあいさつ。
　また、高雄一壽副会長など新たな同窓
会執行部も紹介されました。その後、萩
本陣の立食形式の地元料理を堪能しなが
ら、同窓生の親睦が深められました。

萩本陣（萩市）
萩光塩学院同窓会総会

8月10日

葊澤会長ほか新役員

　明経中学校が閉校して 13 年、同校同窓
会が萩本陣で開催され、卒業生 6044 人
のうち、4 期から閉校時の 50 期までの同
窓生 260 人（市外から２割以上）が参加。
同窓会会長は、大嶋宏史さん。事務局長は、
中原洋士さん。
　当日開封したタイムカプセルから取り出
した閉校時のカセットテープで校歌を斉唱
し、往時を偲びました。
　次回の開催は未定ですが、数年ごとに開
催したい、と中原事務局長。

　

平
成
９
年
３
月
の
閉
校
時
に
埋
め

た
明
経
中
学
校（
土
原
）の
タ
イ
ム
カ

プ
セ
ル
が
、
８
月
15
日
に
開
封
さ
れ
、

集
ま
っ
た
卒
業
生
た
ち
は
、
青
春
の

日
々
を
懐
か
し
く
思
い
出
し
ま
し
た
。

　

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
は
、
昭
和
22
年

催
さ
れ
た
明
経
中
学
校
同
窓
会
に
約

２
６
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

明
経
中
は
、
昭
和
22
年
、
萩
第
二

中
学
校
と
し
て
開
校
。
校
区
は
米
屋

町
、
熊
谷
町
、
浜
崎
な
ど
主
に
三
角

州
北
側
周
辺
で
、
全
国
的
に
も
珍
し

い
自
校
の
校
区
外
に
校
舎
の
あ
る
学

校
で
し
た
。

　７月 10 日、萩商工体育館で萩商工高
校同窓会総会が開催され、愛称が「つば
き会」に決まりました。
　旧萩商業・工業の“たちばな会・から
たち会”に替わる「新しい同窓会の愛称
を」と、昨年から募集を開始し、寄せ
られた約 70 点の候補から７つにしぼり、
総会参加者の多数決で「つばき会」に決
定しました。
　池田誠次会長は「萩の町にゆかりがあ
り、親しまれている椿の花。つばき会は、
学校の発展、地域貢献を目指して、末永
く皆さんとともに歴史を築いていきた
い」とあいさつ。

萩商工高校体育館（萩市）
萩商工高校同窓会総会

7月10日

愛称「つばき会」
に決定！

経中学校同窓会

の
開
校
以
来
50
期
の
卒

業
生（
６
０
４
４
人
）を

輩
出
し
た
明
経
中
学
校

の
歴
史
を
残
そ
う
と
、

２
０
１
０
年
の
掘
り
起

こ
し
を
記
し
て
、
校
舎

正
門
横
に
埋
め
ら
れ
ま

し
た
。

　

当
時
の
品
を
手
に
し

た
同
窓
生
た
ち
は
、
懐

か
し
い
思
い
出
を
語
り

な
が
ら
、
青
春
を
振
り

返
り
、
午
後
は
、
萩
本

陣
で
閉
校
後
初
め
て
開

池田会長
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私
は
両
親
の
故
郷
で
あ
る
萩
で
生

ま
れ
、
幼
少
よ
り
東
京
で
育
ち
ま
し

た
。
萩
で
暮
ら
す
の
は
、
こ
れ
が

初
め
て
で
す
。
少
年
時
代
の
夏
休
み

は
、
商
店
街
を
祖
母
と
手
を
繋
い
で

歩
き
、
ど
こ
へ
行
っ
て
も
可
愛
が
っ
て

も
ら
っ
た
も
の
で
す
。
６
時
の
チ
ャ

イ
ム
の
か
わ
り
に
「
赤
と
ん
ぼ
」
が

流
れ
る
夕
焼
け
空
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。 

　

私
は
、
大
学
在
学
中
よ
り
音
楽

活
動
を
し
て
い
ま
し
た
。
全
国
ツ

ア
ー
や
Ｃ
Ｄ
の
リ
リ
ー
ス
、
ラ
ジ
オ

や
テ
レ
ビ
番
組
の
出
演
な
ど
、
多

く
の
こ
と
を
バ
ン
ド
活
動
の
中
で

学
び
ま
し
た
。
そ
の
後
、
多
く
の

フ
ァ
ン
と
仲
間
に
惜
し
ま
れ
な
が

ら
、
無
期
限
の
活
動
停
止
を
し
ま
し
た
。 

の
時
間
を
過
ご
せ
た
ら
と
い
う
想
い

を
設
計
士
さ
ん
に
話
し
、
２
０
０
９

年
11
月
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
カ
フ
ェ
「
藍

場
川
の
家
」
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。 

　

厳
選
し
た
豆
や
茶
葉
を
使
っ
た
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
ブ
レ
ン
ド
コ
ー
ヒ
ー
や

紅
茶
、
す
べ
て
手
作
り
の
ス
イ
ー
ツ

を
用
意
し
、
ピ
ア
ノ
を
置
い
て
コ
ン

サ
ー
ト
や
ラ
イ
ブ
が
で
き
る
よ
う

に
し
ま
し
た
。
建
物
は
洋
館
の
佇

ま
い
で
、
ど
こ
か
懐
か
し
さ
の
あ

る
、
落
ち
着
け
る
空
間
に
し
ま
し
た
。 

　

か
つ
て
、
私
は
東
京
で
音
楽
教
室
を

開
い
て
い
ま
し
た
。
生
徒
は
４
歳
か
ら

大
人
ま
で
、
性
格
も
多
種
多
様
で
表

現
も
そ
れ
ぞ
れ
違
う
。
発
表
会
や
コ
ン

ク
ー
ル
に
な
る
と
皆
燃
え
る
。
生
徒
一

人
ひ
と
り
に
合
わ
せ
て
、
選
曲
、
企
画

を
し
て
い
ま
し
た
。
皆
が
輝
い
て
い
ま

し
た
。

　

藍
場
川
の
家
に
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ス
ペ
ー

ス
を
つ
く
っ
た
の
も
、
同
じ
想
い
が
あ

り
ま
し
た
。
母
が
押
し
花
の
作
品
展

を
し
た
い
と
い
う
の
が
始
ま
り
で
す
が
、

「
誰
に
で
も
輝
け
る
発
表
の
場
を
つ
く

り
た
い
」
と
い
う
想
い
が
あ
り
ま
し
た
。

開
店
以
来
、
２
週
間
に
１
度
、
作
品
が

入
れ
替
わ
り
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
雰
囲
気

が
ガ
ラ
リ
と
変
わ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

の
作
者
が
や
は
り
、
多
種
多
様
の
表
現

で
お
も
し
ろ
い
。
お
客
様
に
も
大
評
判
。 

　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
企
画
制
作
、
音
楽
イ

ベ
ン
ト
制
作
を
息
子
の
信
介
（
シ
ン
ノ

ス
ケ
）
が
担
当
し
て
い
ま
す
。
作
品
の

配
置
、
コ
ピ
ー
ラ
イ
ト
や
Ｐ
Ｏ
Ｐ
デ
ザ

イ
ン
、
今
ま
で
の
仕
事
の
経
験
を
活
か

し
て
い
ま
す
。
信
介
は
半
年
前
に
帰
萩

し
ま
し
た
。
小
さ
い
頃
か
ら
、
私
と
二

人
の
生
活
で
あ
っ
た
が
、
忙
し
い
私
を

よ
く
理
解
し
、
支
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

私
が
帰
省
し
て
５
年
経
ち
ま
す
。
家

事
や
両
親
の
介
護
、「
藍
場
川
の
家
」「
ダ

ス
キ
ン
む
ろ
た
」
の
代
表
と
し
て
忙
し

く
過
ご
し
、
コ
ー
ラ
ス
の
伴
奏
者
を
し

た
り
、
遊
び
に
行
っ
た
り
、
気
付
け
ば

こ
の
萩
で
お
友
達
に
囲
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
が
始
ま
り
で
す
。

『
藍
場
川
の
家
』

カ
フ
ェ
＆
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス

ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
企
画
は
息
子
が

　

昨
年
、
萩
市
川
島
の
藍
場
川
沿
い
に

オ
ー
プ
ン
し
た
カ
フ
ェ
＆
ギ
ャ
ラ
リ
ー

『
藍
場
川
の
家
』。
そ
の
オ
ー
ナ
ー
で
あ

り
、
５
年
前
、
故
郷
萩
に
Ｕ
タ
ー
ン
さ

れ
た
室
田
佳
子
さ
ん
（
57
歳
）
と
、
室

田
さ
ん
の
実
子
で
あ
り
、
昨
年
、
自
ら

の
出
生
の
ル
ー
ツ
で
あ
る
萩
に
Ⅰ
タ
ー

ン
さ
れ
た
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
・
シ
ン
ノ

ス
ケ
（
本
名
・
中
嶋
信
介
）
さ
ん
（
30

歳
）
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

城
下
町
・
萩
の
静
か
な
佇
ま
い
を
そ

の
ま
ま
感
じ
る
藍
場
川
。
毎
年
、
私

の
家
は
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
に
参
加

し
、
庭
園
を
多
く
の
皆
さ
ん
に
ご

覧
い
た
だ
い
て
き
ま
し
た
。
あ
る
折

に
、
お
庭
を
一
望
し
な
が
ら
、
お
茶

カ
フ
ェ「
藍
場
川
の
家
」

萩
生
ま
れ
、
東
京
育
ち

室
田 

佳よ
し
こ子  

さ
ん

シ
ン
ノ
ス
ケ
さ
ん
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そ
れ
か
ら
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
や
デ
ザ

イ
ン
、
自
身
の
レ
ー
ベ
ル
を
主
催
す

る
な
ど
個
人
事
業
を
し
て
い
ま
し
た
が
、

株
式
会
社
ベ
リ
ー
グ
ッ
ド
に
入
社
し
、

商
品
企
画
・
販
売
、
広
報
と
様
々
な
業

務
を
し
ま
し
た
。

　

自
分
の
時
間
が
な
い
忙
し
い
繰
り
返

し
の
日
々
の
中
で
、
母
方
の
祖
父
が
脳

梗
塞
で
倒
れ
、
父
方
の
祖
母
が
認
知
症

で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
系
列
会
社
に

転
勤
と
い
う
形
で
萩
へ
越
し
て
き
ま
し

た
。

こ
の
ま
ま
30
代
を
過
ご
し
て
よ
い

の
だ
ろ
う
か
、
将
来
と
幸
せ
は
い

つ
な
の
か
、
と
い
う
疑
問
に
ぶ
つ

か
り
、「
い
つ
か
と
い
う
訳
に
は
い

か
な
い
、
今
じ
ゃ
な
い
と
で
き
な

い
」
と
、
萩
で
暮
ら
し
、
家
族
の

そ
ば
に
い
る
こ
と
を
選
び
ま
し
た
。 

　

何
か
を
選
ぶ
と
い
う
こ
と
は
、
何
か

を
捨
て
る
と
い
う
こ
と
。
目
的
や
目
標

は
、
人
に
決
め
て
も
ら
う
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
で
き
る
こ
と
を
一
つ
ひ
と

つ
現
実
に
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。 

　

こ
れ
か
ら
、
イ
ベ
ン
ト
の
制
作
、
Ｐ

O
Ｐ
デ
ザ
イ
ン
な
ど
個
人
事
業
者

と
し
て
独
立
し
、
同
時
に
ミ
ュ
ー
ジ

シ
ャ
ン
と
し
て
の
活
動
を
再
開
し
ま

す
。
そ
し
て
新
し
い
事
業
を
考
え
て

い
き
た
い
。
ゆ
っ
く
り
と
し
た
時
間

と
ス
ペ
ー
ス
、
自
然
も
歴
史
も
、
こ

の
街
は
私
に
と
っ
て
、
刺
激
的
で
す
。 

TEL:０８３８・２６・１５３６
営業時間:10時〜17時
定休日:火曜日・水曜日

　

そ
し
て
、
新
し
い

世
代
の
萩
が
ど
う

な
っ
て
い
く
の
か
楽

し
み
で
す
。
こ
の
街

を
愛
し
、
こ
の
街
で

生
き
、
そ
の
一
部
に

な
る
こ
と
が
、
街
に

貢
献
す
る
始
ま
り
で

は
な
い
か
と
感
じ
て

い
ま
す
。

萩
で
の
暮
ら
し
を
決
断

新
し
い
世
代
の
萩
が
楽
し
み

「藍場川の家」 萩市川島295

下
関
・
山
口
）
を
巡
る
。

■
「
史
伝 

吉
田
松
陰
」　　

一
坂
太
郎

　
「
至
誠
は
必
ず
人
を
動
か
す
」
を
信

じ
て
最
期
ま
で
そ
の
信
念
を
貫
き
と
お

し
た
時
代
の
先
覚
者
・
吉
田
松
陰
の
生

涯
を
、
史
実
に
基
づ
き
瑞
々
し
く
描
く
。

価
格　

７
０
０
円

発
行　

学
研
文
庫

■
「
木
戸
孝
允 

～
勤
王
の
志
士
の
本

音
と
建
前
～
」　 　
　
　
　

一
坂
太
郎

　

開
国
問
題
を
機
に
、
天
皇
の
政
治
的

権
威
が
高
ま
っ
た
幕
末
。
長
州
藩
の

若
手
リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
た
桂
小
五
郎
＝

木
戸
孝
允
は
、
い
か
に
し
て
動
乱
の
時

代
に
向
き
合
い
、
新
時
代
へ
の
道
を
模

索
し
て
い
っ
た
の
か
。「
勤
王
の
志
士
」

の
生
涯
に
迫
る
。

価
格　

８
４
０
円

発
行　

山
川
出
版
社
（
日
本
史
リ
ブ

レ
ッ
ト
）

■
「
松
陰
先
生
と
吉
田
稔
麿
」

　

松
陰
最
愛
の
弟
子
で
、「
松
門
四
天

王
」
と
も
い
わ
れ
た
吉
田
稔
麿
。
池
田

屋
で
新
撰
組
に
襲
撃
さ
れ
て
倒
れ
る
ま

で
波
瀾
万
丈
の
生
涯
を
送
っ
た
、
そ
の

伝
記
を
20
年
ぶ
り
に
復
刻
。「
幕
末
の

動
乱
に
身
を
投
じ
た
若
き
草そ

う
も
う莽
の
息
吹

が
伝
わ
っ
て
く
る
」
好
著
。

A
５
判
上
製
箱
入
り
／
４
３
０
ペ
ー
ジ

価
格　

８
０
０
０
円（
限
定
４
０
０
部
）

発
行　

マ
ツ
ノ
書
店

（
０
８
３
４
・
２
１
・
２
１
９
５
）

■
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
龍
馬
伝
」

　

38
回
「
馬
関
の
奇
跡
」
で
第
二
次
長

州
征
伐
（
四
境
戦
争
）
が
描
か
れ
ま
す
。

最
後
の
「
龍
馬
伝
紀
行
」
に
、
萩
の
高

杉
晋
作
誕
生
地
な
ど
が
紹
介
さ
れ
ま
す
。

▽
放
送
予
定
日　

９
月
26
日
（
日
）
午

後
８
時
〜
８
時
43
分

■
Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合 

歴
史
秘
話
ヒ
ス
ト
リ

ア「
逃
げ
出
し
ち
ゃ
だ
め
だ
～
逃
亡
者
・

桂
小
五
郎
」（
仮
）

　

木
戸
孝
允
旧
宅
、
萩
城
城
下
町
、
松

下
村
塾
な
ど
が
放
映
さ
れ
ま
す
。

▽
放
送
予
定
日　

10
月
６
日
（
水
）
午

後
10
時
〜
10
時
43
分

■
週
刊
現
代
９
月
18
日
発
売
号（
予
定
）

　

カ
ラ
ー
グ
ラ
ビ
ア「
幕
末
長
州
の
旅
」

（
仮
）
で
、
萩
を
紹
介
。
日
本
の
近
現

代
に
大
き
な
役
割
を
担
っ
た
長
州（
萩
・

■
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
鶴
瓶
の
家
族
に
乾
杯
」

　

焼
き
物
に
興
味
が
あ
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
コ
シ
ノ
ヒ
ロ
コ
さ
ん

が
鶴
瓶
さ
ん
と
萩
を
訪
問
。

▽
放
送
日　

前
編
９
月
６
日（
月
）、
後

編
13
日（
月
）　

午
後
８
時
〜
８
時
45
分

▽
再
放
送　

総
合
：
金
曜
（
木
曜
深
夜
）

午
前
０
時
45
分
〜　

Ｂ
Ｓ
２
：
翌
週
月

曜
午
前
８
時
15
分
〜

■
Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合
（
山
口
県
内
）

「
Ｙや

ま

ぐ

ち

っ

く

Ａ
Ｍ
Ａ
Ｇ
Ｕ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
」

　

見
島
近
海
の
マ
グ
ロ
漁
に
お
い
て
巻

き
網
船
と
県
内
漁
師
の
間
で
ど
の
よ
う

な
や
り
と
り
が
あ
る
の
か
。

▽
放
送
日　

９
月
３
日
（
金
）
午
後
７

時
30
分
〜
７
時
55
分

雑
誌
情
報

出
版
情
報

テ
レ
ビ
情
報

藤
村
久
男
さ
ん　
　
（
大
分
県
中
津
市
）

堀
修
さ
ん　

 　
　

 

（
福
岡
県
行
橋
市
）

小
野
敦
仁
さ
ん　
　
（
広
島
県
広
島
市
）

田
中
勝
巳
さ
ん 
（
広
島
県
広
島
市
）

田
辺
愉
紀
子
さ
ん 

（
広
島
県
広
島
市
）

小
野
興
太
郎
さ
ん 

（
島
根
県
松
江
市
）

藤
田
克
久
さ
ん 

（
広
島
県
広
島
市
）

野
間
勲
さ
ん     　
（
広
島
県
広
島
市
）

中
村
隆
一
さ
ん　
　
　
　
　
（
下
関
市
）

加
藤
朋
子
さ
ん　
（
神
奈
川
県
鎌
倉
市
）

小
野
篤
志
さ
ん 

　
　
　
（
阿
武
町
）

古
谷
公
一
さ
ん 

　
　
　
　
（
萩
市
）

原
田
宏
通
さ
ん 

　
　
　
　
（
萩
市
）

茂
刈
立
也
さ
ん 

　
　
　
（
阿
武
町
）

為
頼
豊
さ
ん 

（
愛
媛
県
松
山
市
）

今
田
奨
さ
ん 

　
　
　
　
（
萩
市
）

大
久
保
和
子
さ
ん 

（
東
京
都
品
川
区
）

河
村
建
一
さ
ん　
（
東
京
都
千
代
田
区
）

牛
坊
千
寿
枝
さ
ん（
神
奈
川
県
横
浜
市
）

横
山
乃
武
子
さ
ん 

　
　
　
　
（
萩
市
）

吉
村
康
子
さ
ん 

（
広
島
県
山
県
郡
）

松
崎
修
子
さ
ん 

（
広
島
県
広
島
市
）

末
益
則
夫
さ
ん 

（
広
島
県
広
島
市
）

大
野
由
利
夫
さ
ん 

　
　
　
（
下
関
市
）

三
好
輝
さ
ん　
　
　
（
愛
媛
県
松
山
市
）

大
西
商
事
㈱　

 

　
　
　
（
下
関
市
）

河
村
蒲
鉾
店　
　
　
　
　
　
　
（
萩
市
）

（
6
月
26
日
～
8
月
26
日 

27
人
）

新
規（
再
）加
入
会
員

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト
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■「
食
卓
四
景
」 4 scenes for table

　

濱
中
史
朗
の
作
品
が
一
部
展
示
さ
れ

ま
す
。

９
月
４
日（
土
）〜
12
日（
日
）
午
前
11

時
〜
午
後
５
時

岩
手
県
盛
岡
市
愛
宕
町
23　

テ
ン
ト

（
０
１
９
・
６
５
１
・
５
３
７
５
）

■
岡
田
裕　

作
陶
展

10
月
12
日（
火
）〜
24
日（
日
）

福
島
県
福
島
市
大
町
９
︲
29　

㈲
お
お

つ
き
画
廊（
０
２
４・５
２
３・１
０
４
８
）

■
東
京
指
月
会

　

関
東
地
区
の
萩
高
同
窓
会
。

10
月
16
日（
土
）
午
後
２
時
30
分
〜

東
京
都
千
代
田
区　

日
本
工
業
倶
楽
部

（
Ｊ
Ｒ
東
京
駅
丸
の
内
北
口
）

　
　
　
（
０
３
・
３
２
８
１
・
１
７
１
１
）

■
萩
商
工
同
窓
会
関
東
支
部
総
会

　

関
東
地
区
の
萩
商
業
、
萩
工
業
の
同

窓
会
。

11
月
13
日（
土
）
午
後
３
時
〜

東
京
都
港
区
南
青
山
１
︲
24
︲
４　

ホ

テ
ル
は
あ
と
い
ん
乃
木
坂

　
　
　
（
０
３
・
３
４
０
３
・
０
５
３
１
）

■
東
京
須
佐
会

　

関
東
地
区
の
須
佐
地
区
同
郷
会
。

11
月
20
日（
土
）
正
午
〜

東
京
都
港
区
高
輪
４
︲
10
︲
56　

日
立

金
属　

高
輪
和
彊
館

　
　
　
（
０
３
・
３
４
４
３
・
１
７
１
７
）

■
鎌
倉
市
姉
妹
都
市
（
萩
市
、
上
田
市
、

足
利
市
、
鎌
倉
市
）
物
産
展

　

萩
市
か
ら
、
か
ま
ぼ
こ
、
海
産
物
、

夏
み
か
ん
製
品
等
が
販
売
さ
れ
ま
す
。

10
月
８
日（
金
）、
９
日（
土
）
午
前
10

時
〜
午
後
５
時（
９
日
は
４
時
ま
で
）

鎌
倉
市
小
町
１
︲
10
︲
５

鎌
倉
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

（
問
）
萩
市
商
工
課

　
　
　
（
０
８
３
８
・
２
５
・
３
１
０
８
）

■
萩
・
世
田
谷
幕
末
維
新
祭
り　

萩
観

光
物
産
展

　

萩
市
か
ら
、
夏
み
か
ん
菓
子
、
萩
焼
、

地
酒
、
海
産
物
等
が
販
売
さ
れ
ま
す
。

10
月
23
日（
土
）、
24
日（
日
）午
前
10
時

〜
午
後
６
時（
24
日
は
５
時
30
分
ま
で
）

東
京
都
世
田
谷
区　

松
陰
神
社
入
口
若

林
公
園
前

（
問
）
萩
商
工
会
議
所

　
　
　
（
０
８
３
８
・
２
５
・
３
３
３
３
）

■
Ｎニ

ッ

ポ

ン

Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ　

Ｍ
モ

ノ

Ｏ
Ｎ
Ｏ　

Ｉイ

チ

Ｃ
Ｈ
Ｉ　

萩
ガ
ラ
ス
展
示
会

９
月
29
日（
水
）〜
10
月
12
日（
火
）

新
宿
小
田
急
百
貨
店
８
Ｆ
リ
ビ
ン
グ
会

場
「
技
と
デ
ザ
イ
ン
」

（
問
）
萩
ガ
ラ
ス
工
房

（
０
８
３
８
・
２
６
・
２
５
５
５
）

■
智
美
術
館
大
賞
展
「
現
代
の
茶
」

　

岡
田
裕
、
兼
田
昌
尚
の
作
品
が
展
示

さ
れ
て
い
ま
す
。

11
月
７
日（
日
）ま
で

東
京
都
港
区
虎
ノ
門 

４
︲
１
︲
35　

西
久
保
ビ
ル　

菊
池
寛
実
記
念　

智
美

術
館
（
０
３
・
５
７
３
３
・
５
１
３
１
）

■
萩
三
名
窯
展

　

兼
田
昌
尚
、
坂
倉
新
兵
衛
、
田
原 

陶
兵
衛
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

11
月
18
日（
木
）〜
24
日（
水
）

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
１
︲
１
︲
４

京
王
百
貨
店
新
宿
店

（
０
３
・
３
３
４
２
・
２
１
１
１
）

■
「
三
輪
和
彦
」
展

10
月
27
日（
水
）〜
11
月
２
日（
火
）

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
２
︲
４
︲
１

日
本
橋
高
島
屋

（
０
３
・
３
２
１
１
・
４
１
１
１
）

■
Ｓ
Ｅ
Ｎ
︱
田
村
覚さ

と
し志

　

田
村
覚
志
（
萩
市
在
住
）
の
線
描
画

作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

９
月
17
日（
金
）〜
29
日（
水
）

茨
城
県
水
戸
市
三
の
丸
２
︲
１
︲
18　

ケ
イ
ズ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
フ
ォ
レ
ス
ト

（
０
２
９
・
３
０
３
・
７
１
８
０
）

■
十
二
代
三
輪
休
雪　

花か
げ
つ
わ
ん

月
盌
展

10
月
６
日（
水
）〜
17
日（
日
）
午
前
10

時
〜
午
後
７
時
30
分

※
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で

愛
知
県
名
古
屋
市
中
区
栄
３
丁
目

松
坂
屋
名
古
屋
店
南
館
６
Ｆ
美
術
画
廊

（
０
５
２
・
２
６
４
・
３
３
８
３
）

■
「
三
輪
和
彦
」
展

11
月
10
日（
水
）〜
16
日（
火
）

大
阪
府
大
阪
市
中
央
区
難
波
５
︲
１
︲

５　

大
阪
高
島
屋

（
０
６
・
６
６
３
１
・
１
１
０
１
）

11
月
24
日（
水
）〜
30
日（
火
）

京
都
府
京
都
市
下
京
区
四
条
通
河
原
町

西
入
真
町
52　

京
都
高
島
屋

（
０
７
５
・
２
２
１
・
８
８
１
１
）

■
萩
商
工
高
広
島
支
部
総
会

　

広
島
地
区
の
萩
商
業
、
萩
工
業
の
同

窓
会
。

９
月
11
日
（
土
）
午
後
６
時
30
分
〜

広
島
県
広
島
市
南
区
的
場
町

ホ
テ
ル
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
広
島
21

連
絡
先　

コ
ス
ト
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
内

（
０
８
２
・
５
４
５
・
３
６
３
０
）
藤
本

■
６
人
展

　

濱
中
月
村
の
新
作
が
一
部
展
示
さ
れ

ま
す
。

９
月
22
日（
水
）〜
29
日（
水
）

広
島
県
広
島
市
南
区
出
汐
１
︲
６
︲
12

︲
３
０
１　

花
独
楽

（
０
８
２
・
２
５
１
・
８
７
５
０
）

■
山
口
指
月
会

　

山
口
地
区
の
萩
高
同
窓
会
。

10
月
18
日（
月
）
午
後
６
時
30
分
〜

山
口
市
湯
田
温
泉　

翠
山
荘

　
　
　
（
０
８
３
・
９
２
２
・
３
８
３
８
）

■
兼
田
知と

も
あ
き明 

作
陶
10
年
記
念
個
展

　

兼
田
知
明
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

９
月
８
日（
水
）〜
14
日（
火
）
午
前
10

時
〜
午
後
６
時

山
口
市
中
市
町
３
︲
３　

井
筒
屋

（
０
８
３
・
９
０
２
・
１
１
１
１
）

■
第
64
回
山
口
県
美
術
展
覧
会　

特
別

展
示　

下
瀬
信
雄
「
日
本
の
点
景
」

９
月
16
日（
木
）〜
10
月
３
日（
日
）

山
口
市
亀
山
３
︲
１　

山
口
県
立
美
術

館
（
０
８
３
・
９
２
５
・
７
７
８
８
）

■
２
人
展
「
器
と
絵
」

　

内
村
幹
雄
の
器
と
佐
伯
良
樹
の
絵
が

展
示
さ
れ
ま
す
。

９
月
17
日（
金
）〜
20
日（
月
・
祝
）

山
口
市
後
河
原
１
２
１

ギ
ャ
ラ
リ
ー　

ラ
・
セ
ー
ヌ

（
０
８
３
・
９
２
２
・
４
０
０
９
）

■
ベ
ア
テ
ィ
ル
・
ペ
ア
ソ
ン
作
陶
40
周

年
記
念
展

　

陶
板
な
ど
萩
焼
の
作
品
が
展
示
さ
れ

ま
す
。

10
月
22
日（
金
）〜
26
日（
火
）

山
口
市
後
河
原
１
２
１

ギ
ャ
ラ
リ
ー　

ラ
・
セ
ー
ヌ

（
０
８
３
・
９
２
２
・
４
０
０
９
）

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

関
西
地
区

中
国
地
区

関
東
地
区

東
北
地
区

山
口
県
関
係

日
本
伝
統
工
芸
展

　

陶
芸
家　

岡
田
裕
、
岡
田
泰
、
兼

田
知
明
、
玉
村
登
陽
、
波
多
野
善
蔵
、

波
多
野
英
生
、
松
尾
藻
風
、
松
尾
優

子
の
作
品
が
入
選
し
ま
し
た
。

◆
東
京
展　

９
月
22
日
（
水
）
〜
10

月
４
日
（
月
）
日
本
橋
三
越
本
店

◆
名
古
屋
展　

10
月
６
日（
水
）〜
11

日（
月
・
祝
）
名
古
屋
栄
三
越

◆
京
都
展　

10
月
13
日（
水
）〜
18
日

（
月
）
京
都
高
島
屋

◆
金
沢
展　

10
月
29
日（
金
）〜
11
月

７
日（
日
）
石
川
県
立
美
術
館

第
57
回

東
海
地
区
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■
く
つ
ろ
ぎ
庵
３
周
年
記
念　

藤
崎
恒

頼
絵
画
展

　

藤
崎
恒
頼
が
漁
夫
、
花
、
兎
を
描
い

た
絵
画
を
展
示
し
ま
す
。

10
月
31
日（
日
）〜
11
月
７
日（
日
）

午
前
11
時
〜
午
後
６
時

宇
部
市
中
村
３
︲
10
︲
46　

く
つ
ろ
ぎ

庵
（
０
８
３
６
・
３
４
・
０
５
３
５
）

■
富
士
通
コ
ン
コ
ー
ド
・
ジ
ャ
ズ
・
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
０ 

山
口
公
演

11
月
３
日（
水
・
祝
）
午
後
７
時
〜

出
演
者　

ク
レ
イ
ト
ン
＝
ハ
ミ
ル
ト

ン
・
ジ
ャ
ズ
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
ほ
か

料
金　

８
５
０
０
円

阿
武
町
町
民
セ
ン
タ
ー
文
化
ホ
ー
ル

（
問
）
阿
武
町
町
民
セ
ン
タ
ー

（
０
８
３
８
８
・
２
・
２
０
４
４
）

■
九
州
指
月
会

九
州
地
区
の
萩
高
同
窓
会

９
月
11
日（
土
）
午
後
４
時
〜

福
岡
県
福
岡
市
中
央
区
天
神
２
︲
６
︲
42

平
和
楼（
０
９
２
・
７
７
１
・
４
１
４
１
）

■
萩
商
工
同
窓
会
九
州
支
部

　

九
州
地
区
の
萩
商
業
、
萩
工
業
の
同

窓
会
。

10
月
23
日（
土
）
正
午
〜

福
岡
県
福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
東
２
︲

７
︲
７　

八
仙
閣
本
店

　
　
　
（
０
９
２
・
４
１
１
・
４
１
４
１
）

■
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
︱
田
村
覚
志

　

田
村
覚
志
の
線
描
画
作
品
が
展
示
さ

れ
ま
す
。

９
月
14
日（
火
）〜
26
日
（
日
）

福
岡
県
福
岡
市
南
区
大
楠
３
・
７
・
26

ｃク
リ
コ
ッ
ト

ｑ
ｔ（
０
９
０・７
１
６
３・１
９
４
０
）

■
次
代
を
担
う
萩
焼
新
鋭
作
家
展

　

岡
田
泰
、
兼
田
知
明
、
吉
野
桃
季
の

作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

９
月
30
日
（
木
）
〜
10
月
６
日
（
水
）

大
分
県
大
分
市
府
内
町
２
︲
１
︲
４

大
分
ト
キ
ハ
本
店
７
階
美
術
画
廊

（
０
９
７
・
５
３
８
・
１
１
１
１
）

■
陶
芸 

散
歩
の
会 

会
員
展
「
ご
は
ん

茶
碗
展
」

　

坂
純
子
さ
ん
の
作
品
も
展
示
さ
れ
ま

す
。

９
月
23
日（
木
・
祝
）〜
10
月
３
日（
日
）

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
６
時

福
岡
市
早
良
区
百
道
浜
１
・
３
・
70　

ハ
イ
ア
ッ
ト
レ
ジ
デ
ン
シ
ャ
ル　

ス

イ
ー
ト
１
Ｆ　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
一
番
館

（
０
９
２
・
８
４
１
・
０
０
５
０
）

■
萩
高
14
期
還
暦
記
念
同
期
会
（
50
年

振
り
の
修
学
旅
行
）

　

思
い
出
の
地
、
雲
仙
・
島
原
の
１
泊

２
日
旅
行
を
企
画
し
ま
し
た
。
多
数
の

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

10
月
24
日（
日
）
〜
25
日
（
月
）

申
込
締
切　

９
月
10
日
（
金
）

世
話
人　

中
原
洋
士　

（
０
９
０
・
４
１
４
７
・
５
１
３
１
）

■
彩
陶
庵
の
企
画
展「
萩
精
鋭
作
家
展
・

萩
陶
芸
の
現
在
」

　

陶
芸
館
開
館
を
記
念
し
て
、
現
在
の

萩
を
支
え
る
精
鋭
作
家
21
人
の
新
作
を

中
心
を
中
心
と
し
た
展
示
、
約
70
点
。

９
月
11
日（
土
）〜
26
日（
日
）

萩
市
呉
服
町
１
︲
３　

彩
陶
庵

（
０
８
３
８
・
２
５
・
３
１
１
０
）

■
躍
動
展

　

藤
崎
恒
頼
を
中
心
と
し
て
、
萩
・
長

門
・
宇
部
在
住
の
20
人
の
作
品
を
展
示
。

10
月
３
日（
日
）〜
10
月
７
日（
木
）
午

前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

市
民
館
小
ホ
ー
ル

（
０
８
３
８
・
２
６
・
０
６
０
５
）
藤
崎

■
大
屋
窯
Ｓ
Ａ
Ｌ
Ｌ

10
月
８
日（
金
）〜
11
日（
月
・
祝
）

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

※
９
日
〜
11
日
は
カ
ピ
ン
珈
琲

萩
市
椿
９
０
５　

大
屋
窯

（
０
８
３
８
・
２
２
・
７
１
４
１
）

■
坂
高
麗
左
衛
門
窯
・
坂
純
子 

萩
焼
展

　

坂
純
子
と
坂
窯
に
よ
る
、
杯
や
茶
器
、

鉢
な
ど
、
萩
焼
作
品
展
で
す
。

10
月
８
日（
金
）〜
11
月
７
日（
日
）
午

前
９
時
30
分
〜
午
後
６
時

※
定
休
日　

10
月
17
日
、
24
日
、
31
日

萩
市
東
田
町
ア
ー
ケ
ー
ド
街　

原
田
長

寿
園
（
０
８
３
８
・
２
２
・
０
８
６
１
）

○
岡
崎
酒
造
「
長
門
峡
」
純
米
原
酒
ひ

や
お
ろ
し（
季
節
限
定
）を
３
名
様
に

■
応
募
方
法　

ハ
ガ
キ
に
品
名
、
氏
名
、
住
所
、
電
話

番
号
、
近
況
等
を
明
記
の
う
え
、
萩

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
会
プ
レ
ゼ
ン
ト
係
ま

で
。
９
月
末
日
（
消
印
有
効
）。

九
州
地
区

萩
市
関
係

　

萩
産
の
水
産
物
や
農
産
物
、「
み

ど
り
や
」
の
見
蘭
牛
の
ソ
ー
セ
ー
ジ

な
ど
の
畜
産
加
工
品
の
フ
ェ
ア
を
開

催
し
ま
す
。

プ
レ
ゼ
ン
ト

　

萩
焼
伝
統
の
茶
陶
か
ら
現
代
感
覚

豊
か
な
オ
ブ
ジ
ェ
的
「
碗
」
ま
で
一

堂
に
展
示
し
ま
す
。

　

出
品
作
家
が
常
駐
し
作
品
解
説
や
、

萩
茶
碗
を
使
っ
た
抹
茶
の
無
料
接
待

を
行
い
ま
す
。

10
月
22
日（
金
）〜
24
日（
日
）
午
前

10
時
〜
午
後
６
時

観
覧
料　

１
５
０
０
円
（
森
美
術
館

53
Ｆ
・
展
望
台
52
Ｆ
と
の
セ
ッ
ト
料
金
）

港
区
六
本
木
６
︲
10
︲
１

六
本
木
ヒ
ル
ズ
森
タ
ワ
ー
52
Ｆ
展
望

台
「
東
京
シ
テ
ィ
ー
ビ
ュ
ー
」

（
問
）萩
市
商
工
課
内
陶
芸
家
協
会
事

務
局（
０
８
３
８
・
２
５
・
３
６
３
８
）

テレビ放映の
お知らせ

　ステキな家族を求めて日本中を巡るぶっつけ本番
の旅番組が、萩で収録されました。
■放送日　前編９月６日（月）、後編 13 日（月）
　午後８時〜８時 45 分
■再放送　総合：金曜（木曜深夜）午前０時 45 分〜、
　ＢＳ２：翌週月曜午前８時 15 分〜
■出演者　笑福亭鶴

つ る べ

瓶、小野文惠アナウンサー
■ゲスト　コシノヒロコ（ファッションデザイナー）

萩
フ
ェ
ア

萩
陶
芸
家
協
会

　
「
天
空
の
萩
碗
展
」

10
月
27
日（
水
）〜
11
月
２
日（
火
）

▽
紀
ノ
国
屋
国
立
店
、
等
々
力

店
、
吉
祥
寺
店
、
渋
谷
店
、
鎌

倉
店
、イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・

青
山
（
予
定
）

（
問
）
萩
市
商
工
課
内
萩
ブ
ラ

ン
ド
流
通
開
発
室
：
椙
本

（
０
８
３
８
・
２
５
・
３
１
０
８
）六本木ヒルズ

NHK総合（全国放送）「鶴瓶の家族に乾杯」
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「ぐべ」とは直径２〜３センチの貝のことで、
貝殻の形が傘に似ていることから、萩では「嫁
の皿」と呼ばれている。ぐべ汁は嫁の皿のみ
そ汁。漁家はもちろん、沿岸部に近い農村で
も昔から親しまれてきた。大井・越ケ浜・須
佐では「ベベ」とも呼ばれている。
見島の宿の朝食には、必ずぐべ汁が大きな碗
に山盛りに出て来る。

ぐべ汁
材料（４人分）
◦ぐべ（貝）
　  嫁の皿（ヨメガカサ）
　　鷹の爪（カメノテ）
　  にいな貝

作り方
①ぐべ（貝）を水でよく洗う。
②水 640cc を沸騰させて、その中にぐべ（貝）
　を入れる。
③少し煮立たせて、みそを入れて味を整える。
　（塩を少し入れてもよい）
④最後にわかめを入れ器によそう。

◦みそ
◦水
◦わかめ
◦塩

このみで入れる
640cc（１人分160cc）

少々
少々

10月1日（金）～11日（月・祝）
◇着物ウィークin萩
10月8日（金）～11日（月・祝）
◇萩・田町萩焼まつり
10月8日（金）～11月６日（土）
◇萩発見伝  夢灯りプロジェクト
10月10日（日）
◇萩・魚まつり
11月4日（木）～7日（日）
◇全国伝統的工芸品フェスタin萩

11月4日（木）～7日（日）
◇田町萩焼フェスタ
11月13日（土）～14日（日）
◇萩ふるさとまつり
11月14日（日）
◇萩時代まつり
11月20日（土）～26日（金）
◇萩クロマグロトーナメント
12月12日（日）
◇萩城下町マラソン

　

250g

イベントカレンダ−

御成道界隈

萩博物館周辺

田町商店街

萩魚市場・道の駅「萩しーまーと」

萩市民体育館・萩商業体育館・旧久保田家住宅ほか

田町商店街

中央公園

中央公園

萩市見島沖

萩市内各所

　江戸時代のまちなみを今もとどめる風情漂うまち・萩。そのまちなみ
に似合う、日本の伝統文化「着物」を着て、まち歩きを楽しんでいただ
くイベントです。
■と　き　10月１日（金）〜11日（月・祝）
　　　　　午前10時〜午後５時（８〜10日は午後９時まで）
■ところ　萩城城下町周辺ほか市内各所

　期間中、雑誌「Ｐ
フ ァ ッ ト

ＨａＴ Ｐ
フ ォ ト

ＨＯＴＯ」編集長で写真家の
テラウチマサトさんと、萩在住の写真家・下瀬信雄さんの審
査による着物フォトコンテストを開催。最終日 11 日、千春
楽味楽亭のフェアウェルパーティーで表彰。
　また、10 月 10 日には、テラウチさん講師によるフォト
スクールを開催します。
■問い合わせ　萩市観光協会（0838・25・1750）

10月１日（金）〜11日（月・祝）

着物レンタル　気軽に着物を着て
萩の町を歩き楽しんでもらう着物
のレンタルサービス（4,000円
／１日、旧久保田家住宅）

着物割引　お得なクーポン付きパ
スポートを持って着物姿でまち歩
きすると、お買い物やお食事の割
引やプレゼントあり

和の学び舎　着物を着て、和を学
び、和を身につけ、和を楽しむ。
着物に似合う和小物づくり体験な
ど10の体験プログラム（着物割
引あり）

写真撮影＆フォトプレゼント
「美しく撮り隊」のボランティア
カメラマンが、会場のあちこちで
着物姿の写真を撮影＆無料でプレ
ゼント

　竹で作った灯篭の中にろうそくをともした竹灯約 1200
基が、夜の城下町をほのかに浮かび上がらせます。江戸情緒
あふれる幻想的な夜をお楽しみください。
■とき　10 月８日（金）〜 10 日（日）午後６時〜９時
■ところ　萩城城下町、萩博物館周辺
■問い合わせ　萩市観光課（0838・25・3139）


